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一般
シニア

日系一般
	日系シニア

＝青年海外協力隊／海外協力隊
＝	シニア海外協力隊
＝	日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊
＝	日系社会シニア海外協力隊

■	合計
一般 シニア 日系一般 日系シニア 小計

派遣中
（男性／女性）

1,835
（809／1,026）

180
（137／43）

107
（49／58）

24
（9／15）

2,146
（1,004／1,142）

累計
（男性／女性）

45,775
（24,301／21,474）

6,553
（5,298／1,255）

1,542
（597／945）

547
（252／295）

54,417
（30,448／23,969）

■	アフリカ地域
国名 一般 シニア

ウガンダ 46 2
エスワティニ 2
エチオピア 22
ガーナ 62 2
ガボン 22 3
カメルーン 28 2
ケニア 44 3
ザンビア 59 9
ジブチ 14
ジンバブエ 8
セネガル 39 1
タンザニア 67 3
ナミビア 16
ベナン 45
ボツワナ 41
マダガスカル 34
マラウイ 34
南アフリカ共和国 6 4
モザンビーク 35 1
ルワンダ 44
レソト 1

国名 一般 シニア 日系一般日系シニア

アルゼンチン 14 11 5
ウルグアイ 3
エクアドル 40 3
エルサルバドル 16
キューバ 1
グアテマラ 35 1
コスタリカ 43 7
コロンビア 21 10
ジャマイカ 22 6
セントビンセント 3
セントルシア 21
チリ 1
ドミニカ共和国 27 1 4 2
ニカラグア 2
パナマ 17 2
パラグアイ 42 2 7 3
ブラジル 84 13
ベリーズ 15
ペルー 48 7
ボリビア 53 1 1
ホンジュラス 23
メキシコ 2 6

■	中南米地域
国名 一般 シニア

インド 28
インドネシア 22 1
ウズベキスタン 23 5
カンボジア 29 2
キルギス 32 1
タイ 25 4
タジキスタン 2
中華人民共和国 11
ネパール 47 5
東ティモール 37
フィリピン 33 2
ブータン 15 4
ベトナム 34 12
マレーシア 18 6
ミャンマー 16 3
モルディブ 11
モンゴル 43
ラオス 40

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 一般 シニア

セルビア 6 2

国名 一般 シニア

キリバス 4
サモア 16 1
ソロモン 25 2
トンガ 17 1
バヌアツ 29 4
パプアニューギニア 30 4
パラオ 11 7
フィジー 24 3
マーシャル 8 3
ミクロネシア 16 6

■	大洋州地域

国名 一般 シニア

エジプト 21 2
チュニジア 6
モロッコ 20 3
ヨルダン 39 1

■	中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況

（2020年2月末現在、単位：人）  

現在の派遣国数

76カ国

2ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 4



3 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 4

ロゴタイプデザイン：（株）AND
レイアウト：（株）AND
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が現地での活動・生活を円滑に行
うための実践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還
元に関する有益な情報を提供し、対象者に配布しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度3次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

　JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 16、22
映像 24
野菜栽培 26
農林統計 25
青少年活動 20
バレーボール 35
日本語教育 4
小学校教育 4
幼児教育 14
手工芸 18
助産師 6、28
栄養士 8
感染症・エイズ対策 10

■国別索引 掲載ページ
ウガンダ 25
コロンビア 35
ザンビア 10、22
ドミニカ共和国 16
パラグアイ 4
東ティモール 18
フィリピン 26
ブラジル 4
ペルー 20
ボリビア 24
ホンジュラス 6
マラウイ 8
モンゴル 14

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道 24
宮城県 16
福島県 18
茨城県 25
千葉県 6
東京都 26
神奈川県 10
岐阜県 14
愛知県 35
徳島県 8
福岡県 20、22

2020 APR

Contents

	 22	 	“失敗”から学ぶ
	 	 さん（ザンビア・コミュニティ開発・2017年度2次隊）

	 24	 希少職種図鑑
	 	 ▶映像　 さん（ボリビア・2017年度1次隊）
	 	 ▶農林統計　 さん（ウガンダ・2017年度1次隊）

	 26	 JICA	Volunteer’s	Before	▶	After	〜人生を変えた2年間〜
	 	 測量・建設コンサルタント企業の社員　 さん（フィリピン・野菜栽培・2015年度4次隊）
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 4	 JICA	Volunteers’	NEWS
	 	 ▶教育関係者向けの研修会において「ユニバーサルデザイン」についての講演を実施（パラグアイ）
	 	 ▶日系人の思いを日本に届けたい	日系社会の方 と々共にダンス動画を作成（ブラジル）
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       “信頼獲得”の道
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JICA海外協力隊の種類（呼称）は、「青年海外協力隊」
「海外協力隊」「シニア海外協力隊」「日系社会青年海
外協力隊」「日系社会海外協力隊」「日系社会シニア海
外協力隊」があります。特に明記されていない場合は「青
年海外協力隊」となります。
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
に
よ
る

注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
約
1
1
0
年
前
に
日
本
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
に
移
住
し
た
日
本
人
た
ち
が
つ
く
り
上
げ

た
、
世
界
最
大
の
日
系
社
会
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
地
球
の
反
対
側
に
位
置
す
る
ブ
ラ
ジ

ル
。
そ
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
今
年
日
本
で
行
わ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
日
系
人

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
日
系
人
の
み

な
さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
住
ん
で
い
て
も
、
自
分
た

ち
が
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、

日
本
の
こ
と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。「
日
本
は
憧
れ
」「
日
本
は
や
っ
ぱ
り
す
ご

い
」、
こ
ん
な
言
葉
が
い
つ
も
飛
び
交
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
日
系
人
の
方
々
の
日
本

へ
の
強
い
思
い
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
私
た
ち
日
本
人
は
そ
ん
な
日
系

人
の
存
在
や
日
系
社
会
に
つ
い
て
あ
ま
り
よ
く

知
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
故
に
、
日
系
人
が
日

本
へ
行
っ
た
と
き
に
外
国
人
と
し
て
扱
わ
れ
て

し
ま
う
な
ど
、
辛
い
思
い
を
し
た
と
い
う
話
を
聞

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
日
系
人
の
日

本
に
対
す
る
思
い
の
一
方
通
行
。「
な
ん
だ
か
悲

し
い
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、“
日
系
人
や
日
系
社
会
の
こ
と
を
日

本
人
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
”、“
日
本

の
こ
と
を
誇
り
に
思
う
日
系
人
の
気
持
ち
を
伝

え
た
い
”
と
い
う
思
い
か
ら
企
画
立
案
し
た
の

が
、「
パ＊

プ
リ
カ
」
の
ダ
ン
ス
を
ブ
ラ
ジ
ル
各
地

の
日
系
団
体
で
踊
る
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
案
に
は
15
人
の
同
期
隊
員
の
有
志
た
ち

が
賛
同
・
協
力
し
て
く
れ
、
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
配
属
先
に
趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
公
開
許
可
の
確
認
を
取
り
、
ダ
ン
ス
の
練
習

を
重
ね
、
何
度
も
撮
り
直
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
、
隊
員
た
ち
は
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
に
も
楽

し
ま
せ
る
工
夫
を
し
た
り
、
学
校
に
お
願
い
し
て

授
業
の
時
間
を
練
習
に
当
て
た
り
、
高
齢
の
方
に

は
時
間
を
か
け
て
何
度
も
練
習
し
た
り
。
多
く
の

苦
労
を
経
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
の
思
い
を
カ

タ
チ
に
し
た
の
が
、
私
た
ち
の
「
パ※
２

プ
リ
カ
ダ
ン

ス
〜
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
日
本
へ
〜
」
の
動
画
で
す
。

　

動
画
公
開
後
、
S
N
S
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て

多
く
の
方
に
動
画
が
届
き
、「
涙
が
出
た
」「
温

か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
」
な
ど
の
視
聴
者
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
や
、「
日
系
社
会
の
協
力
隊
が
こ
ん
な

に
ブ
ラ
ジ
ル
各
地
で
活
動
し
て
い
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
」「
自
分
た
ち
以
外
の
日
系
団
体
の
存

在
を
知
れ
た
」「
紅
白
を
見
な
が
ら
踊
っ
た
よ
」

な
ど
、
参
加
者
や
配
属
先
、
参
加
者
の
家
族
か
ら

も
嬉
し
い
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
こ
の
動
画
が
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
日
本
と
日
系
社
会
の
つ
な
が
り
が
さ
ら

に
強
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Brazil

　

教
育
・
科
学
省
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
総
局
主

催
の
研
修
会
に
お
い
て
、
10
人
の
教
育
分
野
隊
員

で
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
い
か
し

た
授
業
づ
く
り
―
学
習
上
・
生
活
上
の
困
難
に
か

か
わ
ら
ず
全
て
の
児
童
が
よ
り
よ
く
参
加
・
理
解

で
き
る
授
業
―
」（
以
下
、
D
U
A
：D

iseño 

U
niversal para el A

prendizaje

）
に
つ

い
て
、講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
授
業

対
象
者
は
、
１
回
目
が
技＊
１

術
支
援
官
約
30
人
、
２

回
目
が
教＊
２

育
支
援
事
務
所
長
約
40
人
だ
っ
た
。

　

私
は
配
属
先
の
小
学
校
で
D
U
A
の
視
点
を

生
か
し
て
環
境
に
関
す
る
授
業
づ
く
り
を
行
い
、

そ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
て

い
た
。
ま
た
、
算
数
教
育
で
派
遣
さ
れ
て
い
る
隊

員
と
現
地
の
先
生
た
ち
が
作
成
し
、使
用
実
践
を

積
み
上
げ
て
き
た
算
数
教
材
『M

aP
ara

』

（M
atem

ática para P
araguay

）
が
、
昨

年
正
式
に
教
育
・
科
学
省
に
国
定
教
材
と
し
て
認

め
ら
れ
た
。
パ
ラ
グ
ア
イ
の
教
育
隊
員
が
か
か
わ

る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
と
い
う
需
要
と
、

『M
aP

ara

』
の
指
導
方
法
教
授
の
需
要
と
い
う

2
つ
の
事
柄
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
研
修
会

が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
。

　

研
修
会
で
行
っ
た
内
容
は
、
①D

U
A

の
視
点

を
生
か
し
た
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
義
、
②

D
U

A

の
4
視
点
（
シ
ン
プ
ル
、
ク
リ
ア
、
ビ
ジ
ュ

ア
ル
、
シ
ェ
ア
）
を
授
業
に
生
か
す
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
の
２
つ
で
あ
る
。
日
本
式
の
授
業
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
く
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
授

業
ス
タ
イ
ル
の
中
に
よ
り
よ
い
理
解
を
促
す
手

立
て
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
留
意

点
と
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
全
員
が
学
べ
る

環
境
づ
く
り
の
大
切
さ
や
そ
の
方
法
を
理
解
し
、

実
践
意
欲
を
高
め
て
日
々
の
教
育
活
動
に
生
か

そ
う
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
10
人
で
内
容
を
練

り
上
げ
た
。
講
義
で
は
、基
本
的
な
理
論
と
共
に
、

実
際
に
パ
ラ
グ
ア
イ
で
効
果
が
あ
っ
た
方
法
と

そ
の
効
果
を
見
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
難
し
さ
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
教

室
に
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
4
視
点

を
も
と
に
手
立
て
を
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た
。
研

修
会
後
は
、
現
場
の
先
生
た
ち
に
も
研
修
会
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が
る
な
ど
、
研
修
に
満

足
し
て
も
ら
え
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

10
人
で
試
行
錯
誤
し
て
つ
く
り
上
げ
た
研
修

会
。
そ
の
過
程
で
は
チ
ー
ム
を
組
む
良
さ
を
感
じ

た
。
チ
ー
ム
で
働
い
た
か
ら
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
で
考
え
ら
れ
、
き
め
細
や
か
に
準
備
が
で
き
、

何
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
と
価
値
が
生
ま
れ
た
。
今
後

も
段
階
的
・
継
続
的
に
研
修
会
を
し
て
い
く
こ

と
で
教
員
の
指
導
力
が
向
上
し
、
全
て
の
児
童
が

達
成
感
を
味
わ
え
る
授
業
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

Paraguay教育関係者向けの研修会において
「ユニバーサルデザイン」についての講演を実施

J
IC

A
 V

o
lu

n
te

e
r
s' N

E
W

S

ワークショップでDUAの4視点をもとに授業づくりについて話し合う参加者たち

研修の後の集合写真。技術支援官と隊員たち

子どもから大人まで楽しく踊る練習風景。「踊る人もダンスを見ている人も
みんな笑顔、最高の空間となりました」と近藤さんは話す

ダンスで決めポーズをする参加者のみなさん。合計約420人の方々にご参加いただいた

開催までの流れ

〈2019年
12月9日〉
企画①

研修会のイメージ共有、役割
分担、今後の会議の日程調
整。

〈12月21日〉
企画②

DUAについて共通理解、
ワークショップ（WS）の内容
を構想。

〈2020年
1月29日〉
企画③

講義班とWS班に分かれて
内容を精選、具体的に内容
を詰める。

〈1月30、
31日〉

リハ・改善

全員でリハーサル・内容改
善（2回）、シナリオ確認。
道具の準備、事務所所長と
リハーサル。

〈2月2日〉
最終打ち合わせ

ひとりひとりの動きと、持っ
ていく道具を細かく確認。

〈2月3日〉
1回目開催

本番。終了後に反省会。翌
日改善。

〈2月5日〉
2回目開催 本番。終了後に反省会。

文 ＝ さん（パラグアイ・小学校教育・2018年度1次隊）

※2 ①メイン動画：オープニング＋ダンス（03:47）

▲

https://www.youtube.com/watch?v=ZkAbvtkMKVI
　　②メイキング付動画：オープニング＋ダンス＋メイキング（05:53）

▲

https://www.youtube.com/watch?v=W_oXwdFDLVg
＊パプリカ…米津玄師氏が作詞・作曲・プロデュースした楽曲。

＊１ 技術支援官…日本でいう教育委員会の指導員のような役割。
＊2 教育支援事務所長…日本でいう教育委員会の指導主事のような役割。

※
１

※実施した教育分野隊員（敬称略）： 体育・2018年度1次隊）、 小学校教育・2018年度1次隊）、 小学校教育・2018年度1次隊）、 （小学校教育・2018年度1次隊）、
小学校教育・2018年度3次隊）、 小学校教育・2018年度3次隊）、 小学校教育・2018年度3次隊）、 小学校教育・2019年度1次隊）、 障害児・

者支援・2019年度1次隊）、 小学校教育・2019年度1次隊）

日系人の思いを日本に届けたい
日系社会の方々と共にダンス動画を作成
文 ＝ さん（日系社会青年海外協力隊／ブラジル・日本語教育・2018年度1次隊）
※1 参加者（敬称略、全て2018年度1次隊）： 日系社会青年海外協力隊＝ 日本語教育）、 日本語教育）、 日本語教育）、 日本語教育）、 日本語教育）、

小学校教育）、 小学校教育）、 日本語教育）、 ソフトボール）、 バドミントン）、 文化）
日系社会シニア海外協力隊= 日本語教育）、 高齢者介護）、 高齢者介護）、 青少年活動）

動画アップまでの流れ

〈5カ月前〉
企画・募集 発案、同期隊員に参加募集。

〈4カ月前〉
参加者決定

参加隊員は配属先に協力を
依頼。企画計画書を作成。

〈3カ月前〉
著作権確認 音楽の使用許可を確認。

〈2〜3カ月前〉
練習・撮影

各配属先でダンスの練習・
撮影。

〈1カ月前〉
動画制作

各動画を集め、動画制作を
開始。

〈当日〉
公開

動画共有サイトYouTube
にて動画を公開。

〈公開後〉
広報

メディアや地方自治体への
広報。SNSで拡散。



「『妊婦の家』に長く滞在し、保健指導だけでなく、日々の会
話や散歩などで仲良くなった母親（写真右）が、生まれた子
どもに『MIZUKI』という私の名前を付けてくれました。一
緒に楽しい時間を過ごすことができ、『瑞希』という言葉の
意味（美しい希望）も気に入ったからとのことでした。ホン
ジュラスでは、改名するのに高額な費用がかかるため、『慎
重に考えて』と何度も話したのですが、そのうえで決断して
くださったので、うれしい出来事でした」（小池さん）

我が子に「MIZUKI」と命名 Pick-up
SHOT

❶

❹

❷

「
手
伝
い
」
で
語
学
力
を
鍛
え

た
後
、
保
健
指
導
や
技
術
指

導
へ
と
活
動
を
拡
大

助
産
師
隊
員
と
し
て
分
娩
施
設
に
配
属
さ
れ
た
小
池
さ
ん
。
当
初
、
ス
ペ
イ
ン
語
力
の
不

足
で
同
僚
た
ち
と
の
協
働
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
な
か
、「
今
、
で
き
る
こ
と
を

や
る
」
と
い
う
姿
勢
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

case 1
助 産 師

さん
（ホンジュラス ・助産師・

2017年度2次隊）

の事例

■ PROFILE
1991年生まれ、千葉県
出身。看護師と助産師の
資格を取得した後、助産
師として病院のGCU（新
生児治療回復室）に約3
年間勤務。2017年10月
に青年海外協力隊員とし
てホンジュラスに赴任。
19年10月に帰国。

■ 活動概要
レンピーラ県レパエラ市が運営する分娩施設、
レパエラ市母子保健センターに配属され、主
に以下の活動に従事。
●妊産褥婦への保健指導
●看護師を対象とする助産技術の研修会の

実施
●整理整頓など施設の業務改善支援
●小・中学校での保健授業の実施

　

小
池
さ
ん
の
配
属
先
は
、
レ
ン
ピ
ー
ラ
県

レ
パ
エ
ラ
市
が
運
営
す
る
市
内
唯
一
の
分
娩

施
設
。
扱
う
の
は
正
常
分
娩
の
み
で
、母
体
や

胎
児
に
異
常
が
あ
る
場
合
は
、
救
急
車
で
隣

市
の
総
合
病
院
に
搬
送
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
た
。
一
方
、妊
婦
健
診
が
行
わ
れ
る
の
は
市

の
保
健
所
。
配
属
先
は
分
娩
や
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
を
対
象
に
し
た
救
急
外
来
に
特

化
し
た
施
設
だ
っ
た
。
同
市
は
人
口
が
約

4
万
人
と
い
う
規
模
で
、
配
属
先
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
悪
い
地
域
の
住
民
も
多
い
。
そ
う
し

た
妊
婦
の
自
宅
出
産
を
減
ら
す
た
め
、
正＊

１

産

期
の
妊
婦
が
無
料
で
宿
泊
で
き
る
出
産
待
機

施
設
「
妊
婦
の
家
」
が
配
属
先
に
は
併
設
さ

れ
て
お
り
、常
時
数
人
が
宿
泊
し
て
い
た
。

　

助
産
業
務
を
担
当
し
て
い
た
の
は
、
多
い

時
期
で
7
人
配
置
さ
れ
て
い
た
看
護
師
た

ち
。
配
属
先
の
分
娩
件
数
は
月
に
40
件
程
度

だ
っ
た
が
、救
急
外
来
へ
の
対
応
、さ
ら
に
は

誤
っ
て
受
診
し
に
来
る
一
般
外
来
患
者
へ
の

対
応
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
同
僚

看
護
師
た
ち
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
。
そ
う

し
た
な
か
で
手
薄
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
配

属
先
を
利
用
す
る
妊に

ん
さ
ん
じ
ょ
く
ふ

産
褥
婦
へ
の
保
健
指

導
。
そ
の
活
性
化
を
支
援
す
る
こ
と
が
、小
池

さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
だ
っ
た
。

「
今
、で
き
る
こ
と
」
か
ら
ス
タ
ー
ト

　　

着
任
当
初
、活
動
の
壁
と
な
っ
た
の
は
「
語

学
力
」
だ
。
同
僚
看
護
師
と
と
も
に
「
妊
婦

の
家
」
の
宿
泊
者
へ
の
保
健
指
導
を
始
め
た

い
と
考
え
た
も
の
の
、
た
だ
で
さ
え
多
忙
な

彼
女
た
ち
は
、
た
ど
た
ど
し
い
ス
ペ
イ
ン
語

で
話
し
か
け
る
小
池
さ
ん
を
煩
わ
し
く
感
じ

て
い
る
様
子
を
見
せ
る
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で

小
池
さ
ん
は
、「
ま
ず
は
今
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
」
と
決
意
。
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の

助
産
師
隊
員
は
身
体
へ
の
侵
襲
行
為
が
認
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
診
察
の
準

備
・
介
助
や
物
品
の
整
理
整
頓
な
ど
、
助
産

師
の
専
門
性
が
な
い
者
で
も
で
き
る
作
業
も

厭
わ
ず
注
力
。
そ
う
す
る
な
か
で
言
葉
を
覚

え
、
少
し
ず
つ
同
僚
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

 

「
妊
婦
の
家
」
の
宿
泊
者
へ
の
保
健
指
導
は
、

同
僚
看
護
師
た
ち
の
腰
が
重
か
っ
た
た
め
、

当
初
は
単
独
で
行
う
こ
と
に
し
た
。
内
容
は
、

「
産
前
・
産
後
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」「
授
乳
」「
ヨ

ガ
」「
家
族
計
画
」
な
ど
。
工
夫
し
た
の
は
、

1
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
15
分
程
度
に
抑
え
る

こ
と
だ
。
妊
娠
中
は
集
中
力
が
低
下
し
が
ち

な
う
え
、
任
地
の
人
た
ち
は
短
時
間
な
ら
集

中
す
る
傾
向
が
あ
る
と
感
じ
た
た
め
の
配
慮

で
あ
る
。
短
時
間
で
も
有
益
な
保
健
指
導
と

な
る
よ
う
、
絵
を
用
い
た
教
材
で
理
解
を
促

し
た
ほ
か
、「
根
拠
」
の
詳
し
い
説
明
は
避
け
、

「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
ら
授
乳
を
求
め
て
い

る
サ
イ
ン
だ
」
と
い
っ
た
「
要
点
」
を
繰
り

返
し
伝
え
る
よ
う
に
し
た
。
や
が
て
、「
宿
泊

中
の
楽
し
み
が
な
い
」
と
い
う
理
由
で
「
妊

婦
の
家
」
の
利
用
を
避
け
る
人
が
い
る
と
知

っ
た
こ
と
か
ら
、
一
緒
に
料
理
を
す
る
な
ど
、

彼
女
た
ち
の
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
た
め
の
時

間
も
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
僚
た
ち
の
態
度
が
変
化

　

同
僚
看
護
師
た
ち
の
態
度
に
よ
う
や
く
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
着
任

し
て
7
、8
カ
月
経
っ
た
こ
ろ
だ
。
配
属
先
で

地
道
に
「
手
伝
い
」
を
続
け
る
一
方
、プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
の
付
き
合
い
も
積
極
的
に
行
う
よ

う
に
し
た
と
こ
ろ
、
彼
女
た
ち
が
小
池
さ
ん

の
活
動
に
興
味
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
だ
。
そ
う
し
て
、
な
か
に
は
「
妊
婦
の
家
」

で
の
保
健
指
導
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
現

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

同
僚
看
護
師
た
ち
を
対
象
に
し
た
助
産
技

術
の
研
修
会
を
た
び
た
び
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
も
、こ
の
時
期
か
ら
だ
。
ホ
ン
ジ

ュ
ラ
ス
で
助
産
業
務
に
携
わ
る
看
護
師
た
ち

は
、
看
護
学
生
時
代
に
助
産
技
術
の
十
分
な

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
、
働
き
な
が
ら

そ
れ
を
身
に
付
け
て
い
く
。
に
も
か
か
わ
ら

康
推
進
員
」
が
市
内
の
小
・
中
学
校
に
出
向

い
て
行
う
保
健
授
業
に
参
加
し
、
性
教
育
の

講
習
を
一
緒
に
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
配
属
先
で
出
産
す
る
妊
婦
に
は

若
年
妊
娠
の
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
活
動
は
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
た
が
、当
初
、同
僚
看
護
師

た
ち
は
小
池
さ
ん
が
配
属
先
以
外
で
活
動
す

る
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
。
し
か
し
、任
期
の

半
ば
に
な
る
と
、「
予
防
が
大
事
」
と
い
う
小

池
さ
ん
の
主
張
を
彼
女
た
ち
も
理
解
。
小
・

中
学
校
で
の
保
健
授
業
へ
の
継
続
的
な
参
加

を
認
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

小
池
さ
ん
は
小
・
中
学
校
に
赴
い
た
際
、

配
属
先
で
出
産
し
た
女
性
が
学
校
の
近
く
に

住
ん
で
い
れ
ば
、そ
の
後
の
状
況
を
確
認
。
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、「
元
気
そ
う
だ
っ
た
」

「『
す
ご
く
良
い
お
産
が
で
き
た
』
と
言
っ
て

い
た
」
な
ど
と
同
僚
看
護
師
た
ち
に
報
告
す

る
と
、
彼
女
た
ち
の
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
も
ア
ッ
プ
し
た
。
配
属
先
の
中
ば
か
り

で
働
く
彼
女
た
ち
に
は
、
そ
れ
ま
で
「
配
属

先
で
出
産
し
た
女
性
た
ち
の
そ
の
後
」
に
つ

い
て
知
る
術
が
な
か
っ
た
の
だ
。

　

配
属
先
を
「
外
」
と
つ
な
ぐ
役
割
は
、別
の

場
面
で
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
ン
ジ

ュ
ラ
ス
で
活
動
し
て
い
た
ほ
か
の
助
産
師
隊

員
の
誘
い
を
受
け
、
小
池
さ
ん
は
他
市
の
4

カ
所
の
分
娩
施
設
を
見
学
。「
分
娩
室
の
各

物
品
が
取
り
出
し
や
す
い
よ
う
に
配
置
さ
れ

て
い
る
」
な
ど
、
配
属
先
に
は
な
い
「
秩
序
」

が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
見
学
先
の
そ
う
し

た
様
子
を
写
真
に
収
め
、
同
僚
た
ち
に
紹
介
。

他
の
分
娩
施
設
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
が
大

半
だ
っ
た
な
か
、
小
池
さ
ん
が
も
た
ら
し
た

情
報
に
彼
女
た
ち
は
刺
激
を
受
け
、
整
理
整

頓
な
ど
施
設
内
の
環
境
改
善
に
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

ず
、
小
池
さ
ん
の
配
属
先
で
は
経
験
が
浅
い

看
護
師
た
ち
の
技
術
の
底
上
げ
を
す
る
シ
ス

テ
ム
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
僚
看
護
師

た
ち
の
技
術
レ
ベ
ル
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
っ

た
。
例
え
ば
、新
生
児
の
異
常
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
に
は
「
呼
吸
」
や
「
心
拍
」
な
ど

の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
確
認
す
る
「
観
察
」

が
重
要
だ
が
、同
僚
看
護
師
の
な
か
に
は
「
身

長
」
や
「
体
重
」
の
観
察
を
優
先
し
て
し
ま

う
人
も
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、小
池
さ
ん
は

着
任
し
て
ま
も
な
い
時
期
か
ら
彼
女
た
ち
に

勉
強
会
の
実
施
を
提
案
し
て
い
た
が
、
同
僚

看
護
師
た
ち
と
の
人
間
関
係
が
で
き
た
こ
と

で
、
よ
う
や
く
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

勉
強
会
で
扱
う
テ
ー
マ
は
同
僚
看
護
師
た

ち
と
の
話
し
合
い
で
決
定
。「
新
生
児
の
観

察
」
や
「
新
生
児
蘇
生
法
」、「
産
科
大
出
血

へ
の
対
応
」
な
ど
、毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
の
勉

強
会
を
5
回
に
わ
た
っ
て
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
勉
強
会
で
は
「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
形
式
」
を
採
用
。
参
加
者
た
ち
に
「
医
師
」

「
看
護
師
」「
患
者
」
な
ど
の
役
を
割
り
振
り
、

実
際
の
分
娩
シ
ー
ン
を
演
じ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
技
術
の
解
説
や
再
確
認
を
し
て
い
く
と

い
う
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
で
見
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
現
地
の
人

た
ち
が
「
演
劇
」
を
好
む
と
感
じ
て
い
た
こ

と
か
ら
着
想
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、実
際
、同

僚
た
ち
に
は
好
評
だ
っ
た
。

「
外
部
の
風
」
を
取
り
込
む
役
目

　

同
僚
看
護
師
か
ら
活
動
へ
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
任
期
の
後
半
、

活
動
に
も
う
ひ
と
つ
の
柱
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
配
属
先
外
で
の
啓
発
活
動
だ
。

　

任
期
の
前
半
、「『
地
域
』
の
状
況
を
知
り

た
い
」
と
の
意
図
か
ら
、市
の
保
健
所
の
「
健
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保健・医療分野の活動では、「同僚の専門知識の不足」や「配属先の人員不足」と
いった共通の課題が存在する。そうしたなか、協力隊員の立場で果たし得る役
割は何か？　3つの異なる職種の活動事例をとおして、ポイントを整理する。

保健・医療分野の
活動ポイント

❸

❺

❶配属先で行った助産技術の勉強
会で患者役を演じる小池さん（左）

❷「妊婦の家」で赤ちゃんの人形で
授乳指導をする小池さん（右）

❸産褥婦に同僚看護師（中央）と家
族計画の指導をする小池さん（右）

❹「妊婦の家」で同僚看護師とヨガ
の指導をする小池さん（右端）

❺小学校で「妊婦ジャケット」を用い
て性教育を行う小池さん（右端）

特  集  1

＊1 正産期…赤ちゃんがいつ生まれても問題ないとされる、分娩予定日の3週間前から2週間後までの期間。
＊2 妊産褥婦…妊婦、産婦（出産前後の女性）、褥婦（分娩後、母体が妊娠前の状態に戻るまでの女性）の総称。

＊
２



❷

❸

「マラウイの主食は、トウモロコシの粉からつくる『シマ』が
メインで、庶民のおかずは豆や小魚の煮干しなどをトマトと
一緒に煮込んだもの。そこらに自生している雑草も、おかず
に加える大切な食材であり、市場で売られていることもあり
ました。この写真は、庭に自生していた現地では馴染みの雑
草の調理法を、親しい近所の女性に教えていただいたときの
ものです。現地の人から学んだ調理法は、モデル献立を作成
する際に役立ちました」（安冨さん）

そこらに生えている「草」も大切な食材

❹

8ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 49 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 4

　

安
冨
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
病
床
数

約
2
5
0
床
の
総
合
病
院
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
に
あ
た
る
栄
養
士
が
配
置
さ
れ
て
い
た

の
は
、「
地
域
保
健
」
の
担
当
部
署
で
あ
り
、

そ
の
主
な
業
務
は
、
栄
養
補
助
食
品
を
配
布

す
る
な
ど
し
て
低
栄
養
児
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

国
の
低
栄
養
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
括
だ
っ

た
。
そ
の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
、手
薄
に
な
っ
て

い
た
の
が
、
患
者
や
地
域
住
民
に
向
け
た
栄

養
指
導
。
そ
れ
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
、安

冨
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
だ
っ
た
。

食
事
調
査
を
踏
ま
え
た
栄
養
指
導

　

栄
養
指
導
を
始
め
る
の
に
先
立
っ
て
安
冨

さ
ん
が
取
り
組
ん
だ
の
は
「
食
事
調
査
」
だ
。

対
象
と
し
た
の
は
、
栄
養
指
導
の
ニ
ー
ズ
が

あ
り
そ
う
だ
と
判
断
し
た
「
糖
尿
病
・
高
血

圧
科
」「
H
I
V
／
エ
イ
ズ
科
」「
産
婦
人
科
」

「
乳
幼
児
科
」
の
4
つ
の
専
門
外
来
の
患
者
た

ち
。
そ
れ
ぞ
れ
約
30
人
ず
つ
を
サ
ン
プ
ル
に
、

身
長
や
体
重
、
血
糖
値
、
血
圧
な
ど
を
測
定

し
、
B
M
I
を
計
算
し
た
う
え
で
、「
聞
き
取

り
」
よ
っ
て
主
に
以
下
の
情
報
を
確
認
し
た
。

■
直
近
の
1
週
間
で
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の

食
品
（
肉
、魚
、卵
、野
菜
、豆
な
ど
）
を
、ど

の
く
ら
い
の
頻
度
で
食
べ
た
か
。

■
前
日
、
ど
の
よ
う
な
食
品
を
ど
の
よ
う
な

調
理
法
で
食
べ
た
か
。

■
前
日
に
お
や
つ
を
食
べ
た
か
。

■
前
日
の
夜
は
何
時
に
寝
て
、
当
日
は
何
時

に
起
き
た
か
。

■
前
日
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
何
時
間
く
ら

い
行
っ
た
か
。

　

こ
の
食
事
調
査
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
の

は
、主
に
次
の
事
実
で
あ
る
。

■
調
査
対
象
と
し
た
科
で
は
全
般
に
、
低
栄

養
の
人
は
少
な
い
が
、
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取

量
が
少
な
い
。

■
糖
尿
病
・
高
血
圧
科
で
は
、
B
M
I
が
高

値
で
太
り
気
味
の
傾
向
が
あ
る
。

■
糖
尿
病
・
高
血
圧
科
と
H
I
V
／
エ
イ
ズ

科
で
は
、
摂
っ
て
い
る
食
品
の
バ
ラ
ン
ス
が

比
較
的
悪
い
。

　

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
て
最
初
の
栄
養
指

導
の
場
と
し
た
の
は
、専
門
外
来
の
糖
尿
病
・

高
血
圧
科
。
主
に
朝
の
開
院
時
に
、待
合
室
で

診
察
を
待
つ
患
者
を
対
象
に
、
1
回
15
分
程

度
の
講
習
を
行
っ
た
。
受
講
者
は
平
均
で
50

人
程
度
。
主
な
内
容
は
、
食
品
の
種
類
の
解

説
、糖
尿
病
と
高
血
圧
の
解
説
、糖
尿
病
と
高

血
圧
は
ど
の
よ
う
な
食
品
を
多
く
摂
る
の
が

良
く
、
ど
の
よ
う
な
食
品
の
摂
り
過
ぎ
が
良

く
な
い
か
、
血
圧
や
血
糖
値
は
ど
の
範
囲
が

危
険
か
な
ど
。
そ
の
後
、
専
門
外
来
の

H
I
V
／
エ
イ
ズ
科
で
も
陽
性
者
に
必
要
な

栄
養
に
つ
い
て
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

英
語
が
わ
か
ら
な
い
患
者
も
少
な
く
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
講
習
は
現
地
語
の
チ
ェ
ワ

語
で
行
う
よ
う
に
し
た
。
安
冨
さ
ん
は
現
地

語
学
訓
練
で
2
週
間
程
度
学
ん
だ
だ
け
で
あ

り
、不
安
は
大
き
か
っ
た
が
、同
僚
が
手
を
貸

し
て
く
れ
た
。
そ
の
ひ
と
り
が
、糖
尿
病
・
高

血
圧
科
で
事
務
を
担
当
し
て
い
た
男
性
だ
。

手
が
空
い
て
い
る
と
き
に
講
師
役
を
引
き
受

け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
配
属
先

で
も
っ
と
も
ス
ピ
ー
チ
が
達
者
な
人
で
あ

り
、
安
冨
さ
ん
が
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を
渡

す
と
、
受
講
者
を
引
き
つ
け
る
絶
妙
な
ト
ー

ク
を
行
っ
て
く
れ
る
の
だ
っ
た
。

　

栄
養
指
導
を
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

ひ
と
つ
の
課
題
が
見
え
て
き
た
。
講
習
の
内

容
を
同
僚
た
ち
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
患
者

は
そ
の
く
ら
い
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
の

で
、無
意
味
だ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
出
て
き

た
の
だ
。
そ
こ
で
安
冨
さ
ん
が
と
っ
た
対
策

は
、
マ
ラ
ウ
イ
の
小
学
校
や
中
等
学
校
で
活

動
す
る
協
力
隊
員
に
依
頼
し
て
現
地
の
理
科

の
教
科
書
を
取
り
寄
せ
、「
栄
養
」
に
関
連
す

る
知
識
が
ど
の
程
度
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か

を
調
べ
て
知
識
レ
ベ
ル
を
把
握
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
す
る
と
、ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
摂

取
源
・
機
能
・
欠
乏
症
な
ど
、
日
本
の
学
校

教
育
で
教
え
ら
れ
て
い
る
の
と
大
差
の
な
い

レ
ベ
ル
の
知
識
は
、
マ
ラ
ウ
イ
の
中
等
学
校

ま
で
で
も
教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
安
冨
さ
ん
は
以
後
、そ
の
情
報
を
踏
ま
え

て
、
配
属
先
で
の
栄
養
指
導
の
レ
ベ
ル
を
調

節
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2
回
目
の
食
事
調
査
で
方
針
転
換

　

安
冨
さ
ん
は
任
期
の
半
ば
、
そ
れ
ま
で
の

栄
養
指
導
の
効
果
を
測
る
目
的
で
、
2
回
目

の
食
事
調
査
を
行
っ
た
。
対
象
は
、1
回
目
と

同
じ
4
つ
の
専
門
外
来
。
調
査
の
内
容
は
1

回
目
と
ほ
ぼ
同
じ
に
し
た
が
、
方
法
は
「
記

入
式
」
に
変
更
し
た
。
1
回
目
の
調
査
で
、
聞

き
取
り
調
査
で
は
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
と

い
う
反
省
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

こ
の
2
回
目
の
食
事
調
査
に
よ
り
、
栄
養

指
導
を
継
続
し
て
き
た
糖
尿
病
・
高
血
圧
科

と
H
I
V
／
エ
イ
ズ
科
で
は
、
摂
取
す
る
食

品
の
バ
ラ
ン
ス
が
1
回
目
の
調
査
の
と
き
と

比
べ
て
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
そ

こ
で
以
後
は
、専
門
外
来
の
「
産
婦
人
科
」
と

「
乳
幼
児
科
」
で
の
栄
養
指
導
に
も
力
を
入
れ

て
い
く
こ
と
に
し
た
。

考
え
て
い
っ
た
。

　

完
成
し
た
の
は
、
任
期
の
残
り
が
半
年
ほ

ど
と
な
っ
た
こ
ろ
。
そ
れ
を
、配
属
先
で
給
食

を
つ
く
る
調
理
師
に
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
や

は
り
国
で
規
定
し
て
い
る
食
材
の
種
類
と
分

量
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
の
回
答
だ
っ

た
。
そ
こ
で
安
冨
さ
ん
は
、こ
の
取
り
組
み
の

着
地
点
を
転
換
。
配
属
先
を
訪
れ
る
人
た
ち

に
、
作
成
し
た
献
立
案
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

や
病
棟
で
食
事
を
つ
く
る
際
の
参
考
に
し
て

も
ら
お
う
と
着
想
し
た
。
そ
う
し
て
、作
成
し

た
献
立
案
を
ポ
ス
タ
ー
形
式
に
ま
と
め
、
配

属
先
の
各
病
棟
に
掲
示
。
そ
の
う
え
で
、と
き

お
り
病
棟
を
訪
ね
て
は
、
入
院
患
者
た
ち
に

そ
の
ポ
ス
タ
ー
を
示
し
な
が
ら
栄
養
指
導
を

行
っ
て
い
っ
た
。

　

2
回
目
の
食
事
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
配
属
先
の
幹
部
に
よ
っ
て
毎
朝
開
か
れ

て
い
る
申
し
送
り
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で

発
表
。
す
る
と
、「
患
者
の
変
化
」
を
伴
う
栄

養
指
導
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
配

属
先
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
栄
養

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と
し
て
に
わ
か
に
安
冨

さ
ん
の
活
動
に
対
す
る
同
僚
た
ち
の
姿
勢
が

協
力
的
な
も
の
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
任
期

後
半
に
入
っ
て
か
ら
新
た
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、「
地
域
」
に

赴
い
て
住
民
に
栄
養
指
導
を
行
う
活
動
だ
。

毎
日
村
々
に
赴
き
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
を
行

う
部
署
が
配
属
先
に
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に

週
に
1
回
同
行
し
、
訪
問
先
で
そ
の
地
域
の

住
民
に
栄
養
指
導
の
講
習
を
行
わ
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

モ
デ
ル
献
立
の
提
案

　

配
属
先
の
内
外
で
栄
養
指
導
を
進
め
る
か

た
わ
ら
、
安
冨
さ
ん
に
は
空
い
た
時
間
を
使

っ
て
進
め
て
い
た
活
動
が
あ
っ
た
。
よ
り
良

い
病
院
給
食
の
考
案
だ
。
安
冨
さ
ん
の
着
任

当
時
、配
属
先
に
は
規
程
の
献
立
が
存
在
。
し

か
し
、
マ
ラ
ウ
イ
政
府
の
予
算
の
関
係
か
ら
、

調
達
す
る
食
材
の
種
類
と
分
量
が
指
定
さ
れ

て
い
た
た
め
、
満
足
に
給
食
が
提
供
で
き
ず
、

何
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ
た
ら
良
い
の
か
を
示

す
も
の
も
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
安

冨
さ
ん
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
規
程
の
献
立

を
ア
レ
ン
ジ
し
、
よ
り
栄
養
の
量
と
バ
ラ
ン

ス
が
良
い
献
立
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

　

着
手
し
た
の
は
、着
任
の
約
半
年
後
。
任
地

の
患
者
に
必
要
な
栄
養
量
や
任
地
の
市
場
で

手
に
入
る
食
材
を
調
べ
た
り
、
食
材
の
調
理

法
を
近
所
の
住
民
に
教
わ
っ
た
り
し
な
が

ら
、現
地
で
入
手
可
能
な
食
材
で
つ
く
れ
、か

つ
栄
養
の
面
で
良
質
な
1
週
間
の
献
立
案
を

さん
（マラウイ・栄養士・

2017年度2次隊）

の事例

❶配属先によるアウトリー
チに同行し、住民への栄
養指導を行う安冨さん

❷入院病棟で患者やその
家族を対象に実施した栄
養指導で講義を行う病
院給食の調理スタッフ

❸先輩隊員のものを参考に
安冨さんが作成し、好評
だった「6 food groups」

（マラウイ版の「6つの食
品群」）の解説教材

❹安冨さんが作成したモデ
ル献立のレシピ書。「グラ
ム」ではなく、「大さじ何杯」
や「食材の個数」で分量
を表現したり、写真を多用
したりすることで、わかり
やすさを狙った

❶

「
食
事
」
や「
教
科
書
」
の

「
調
査
」
を
踏
ま
え
、

栄
養
指
導
の
最
適
化
を
図
る

総
合
病
院
に
配
属
さ
れ
、
院
内
外
で
の
栄
養
指
導
に
取
り
組
ん
だ
安
冨
さ
ん
。

そ
の
対
象
者
や
内
容
の
レ
ベ
ル
を
適
切
に
選
択
す
る
際
の
手
が
か
り
と
し
た
の
は
、

患
者
へ
の「
食
事
調
査
」
や
、現
地
の
学
校
で
使
わ
れ
て
い
る「
教
科
書
」
の
調
査
だ
っ
た
。

case 2
栄 養 士

保健・医療分野の活動ポイント特 集  1

■ PROFILE
1989年生まれ、徳島県
出身。管理栄養士として
病院・特別養護老人ホー
ムに計6年間勤務した後、
2017年10月に青年海外
協力隊員としてマラウイに
赴任。19年10月に帰国。

■ 活動概要
カスング県病院（カスング県カスング）に配属さ
れ、主に以下の活動に従事。
●患者を対象とする食事調査の実施
●配属先内や地域での栄養指導の実施
●モデル献立の提案
●配属先内での5S活動

Pick-up
SHOT



さん

（ザンビア ・感染症・エイズ対策・

2017年度2次隊）

の事例

■ PROFILE
1988年生まれ、神奈川
県出身。大学時代に看
護師と保健師の資格を取
得。卒業後、総合病院
に看 護 師として勤 務 。
2017年 9月に青年海外
協力隊員としてザンビアに
赴任。19年9月に帰国。

■ 活動概要
カズングラ地域ヘルスセンター（南部州カズン
グラ郡カズングラ）に配属され、主に以下の
活動に従事。
●保健について学び合う青少年のグループ活

動の立ち上げ・活動支援
●配属先の業務支援や業務改善

　

野
瀬
さ
ん
の
配
属
先
は
、「
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
一
次
医
療
施
設
だ
。
医

師
や
看
護
師
、助
産
師
、薬
剤
師
な
ど
の
医
療

従
事
者
が
勤
務
し
て
い
た
が
、
管
轄
地
域
の

急
激
な
人
口
増
加
に
伴
い
、
そ
の
人
数
は
任

期
中
に
急
増
。
着
任
当
初
は
7
、8
人
だ
っ
た

が
、終
盤
に
は
倍
増
し
て
い
た
。
野
瀬
さ
ん
が

見
出
し
た
役
割
は
、
地
域
住
民
に
向
け
た
性

教
育
の
推
進
や
、
配
属
先
の
業
務
改
善
の
支

援
で
あ
る
。

　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
停
滞
す
る
な
か

　

野
瀬
さ
ん
の
派
遣
前
の
職
は
看
護
師
。「
感

染
症
・
エ
イ
ズ
対
策
」
の
職
種
で
協
力
隊
に

応
募
し
た
の
は
、「
地
域
」
を
対
象
に
し
た
活

動
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、着
任
早
々
に
壁
に
直
面
す
る
。
配

属
先
は
週
に
1
日
、
施
設
内
で
乳
幼
児
健
診

を
実
施
し
て
い
た
が
、
遠
方
に
住
ん
で
い
る

た
め
に
来
院
で
き
な
い
子
ど
も
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
に
出
向
い
て

乳
幼
児
健
診
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
定
期

的
に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

野
瀬
さ
ん
の
着
任
当
初
、
配
属
先
を
所
管
す

る
郡
役
所
の
予
算
執
行
が
停
滞
し
て
お
り
、

移
動
に
必
要
な
ガ
ソ
リ
ン
代
が
ま
か
な
え
な

い
た
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
な
さ
れ
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
。
移
動
手
段
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
野
瀬
さ
ん
に
と
っ
て
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
の
車
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら
う
の
が
地
域

に
出
向
く
唯
一
の
方
法
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が

叶
わ
な
か
っ
た
。

　

地
域
で
の
活
動
に
着
手
で
き
る
見
込
み
が

立
た
な
い
な
か
、
看
護
の
専
門
性
を
生
か
し

て
同
僚
看
護
師
た
ち
の
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
に

あ
た
り
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
ザ
ン
ビ
ア

の
看
護
師
免
許
を
持
た
な
い
野
瀬
さ
ん
は
、

身
体
へ
の
侵
襲
行
為
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
や
む
を
得
ず
野
瀬
さ
ん
が
手
始
め
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
は
、「
デ
ー
タ
ク

ラ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し

て
い
た
受
付
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
だ
。
そ
の
か

た
わ
ら
で
、
要
請
内
容
に
も
含
ま
れ
て
い
た

整
理
整
頓
な
ど
配
属
先
の
業
務
改
善
も
進
め

て
い
っ
た
。

　

野
瀬
さ
ん
の
着
任
後
に
配
属
先
が
初
め
て

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
っ
た
の
は
、
着
任
2
カ

月
後
の
こ
と
だ
。
1
週
間
に
わ
た
り
、各
地
域

で
5
歳
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に
体
重
測
定

や
予
防
接
種
、
ビ
タ
ミ
ン
A
の
投
与
な
ど
を

集
中
的
に
行
う
国
を
挙
げ
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
予
算
が
配
属
先
に

下
り
て
き
た
の
だ
っ
た
。
野
瀬
さ
ん
も
同
行

は
し
た
が
、
住
民
へ
の
保
健
教
育
な
ど
を
実

施
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ふ
た
た
び
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
停

滞
。
そ
う
し
た
な
か
、「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
」
と
の
危
機
感
を
抱
く
出
来
事
が
起
こ

る
。
デ
ー
タ
ク
ラ
ー
ク
か
ら
、「
こ
の
仕
事
は

も
う
き
み
の
仕
事
だ
」
と
、共
同
作
業
へ
の
ス

ト
レ
ス
を
表
現
す
る
言
葉
を
伝
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。
着
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た

こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

人
の
持
ち
場
に
割
り
込
む
の
で
は
な
く
、

新
た
な
役
割
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

—
—

。
そ

う
感
じ
た
野
瀬
さ
ん
は
、
同
僚
た
ち
に
「
何

か
私
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
聞
い
て
回
っ
た
。
す
る
と
、返
っ
て
く
る
の

は
「
あ
な
た
自
身
は
何
を
や
り
た
い
の
？
」

と
、
野
瀬
さ
ん
自
身
の
考
え
や
思
い
を
問
い

た
だ
す
質
問
ば
か
り
。
そ
う
し
て
野
瀬
さ
ん

は
あ
ら
た
め
て
、「
地
域
住
民
の
健
康
維
持
・

向
上
の
支
援
」「
配
属
先
の
業
務
改
善
支
援
」

の
2
つ
を
自
身
の
活
動
の
柱
に
し
よ
う
と
考

え
を
整
理
。
そ
れ
を
、以
前
は
黙
っ
て
聞
い
て

い
る
だ
け
だ
っ
た
週
頭
の
職
員
会
議
で
発
表

し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
同
僚
た
ち
に
持
た

れ
て
い
た
「
な
ん
と
な
く
い
る
人
」
と
い
う

印
象
か
ら
脱
却
し
、
同
僚
の
な
か
に
活
動
へ

の
協
力
者
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

同
僚
と
の
二
人
三
脚

　

そ
の
後
、「
地
域
住
民
の
健
康
維
持
・
向

上
の
支
援
」
と
し
て
特
に
力
を
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
青
少
年
を
対
象
と
す
る
活

動
で
あ
る
。
ザ
ン
ビ
ア
で
は
、地
域
の
青
少
年

が
集
ま
っ
て
保
健
に
つ
い
て
学
び
合
う

「
Y
o
u
t
h 

F
r
i
e
n
d
l
y 

C
o
r
n
e
r
」（
以
下
、
Y
F
C
） 

と
い
う

グ
ル
ー
プ
活
動
を
、
各
地
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー
な
ど
が
推
進
し
て
い
る
。
野
瀬
さ
ん
が
取

り
組
ん
だ
の
は
、
Y
F
C
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
配
属
先
の
管
轄
地
域
で
、
そ
の
立
ち

上
げ
と
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

Y
F
C
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
存
在
を
教
え
て

く
れ
た
の
は
、
ザ
ン
ビ
ア
の
ほ
か
の
地
域
で

活
動
す
る
協
力
隊
員
。
同
僚
た
ち
に
Y
F
C

の
話
題
を
持
ち
か
け
る
と
、
以
前
の
職
場
で

青
少
年
へ
の
保
健
教
育
に
携
わ
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
Y
F
C
の
実
施
に
強
い
関
心
を
持
つ

人
が
見
つ
か
っ
た
。
臨
床
検
査
技
師
の
男
性

（
以
下
、
A
さ
ん
）
だ
。
そ
う
し
て
彼
と
の
二

人
三
脚
で
Y
F
C
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組
み

始
め
た
の
は
、
任
期
が
半
ば
に
さ
し
か
か
る

こ
ろ
だ
っ
た
。

　

最
初
は
配
属
先
の
周
辺
に
住
む
青
少
年
た

ち
を
配
属
先
に
集
め
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

く
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
。
中
等
学
校
に
出

向
い
て
Y
F
C
の
立
ち
上
げ
を
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
た
と
こ
ろ
、
数
人
か
ら
多
い
と
き
で
20
人

ほ
ど
の
中
高
生
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
、

週
2
回
の
ペ
ー
ス
で
実
現
し
た
。
開
催
の
時

間
帯
は
放
課
後
で
あ
る
。
内
容
は
、H
I
V
／

エ
イ
ズ
な
ど
の
性
感
染
症
、
若
年
妊
娠
な
ど

「
性
」
に
関
す
る
も
の
を
メ
イ
ン
と
し
た
。
野

瀬
さ
ん
や
A
さ
ん
が
手
づ
く
り
の
教
材
で
講

義
を
行
っ
た
ほ
か
、
性
感
染
症
の
予
防
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
制
作
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
、
能
動
的
に
学
べ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

「
地
域
」
に
赴
い
て
の
活
動
へ

　

野
瀬
さ
ん
や
A
さ
ん
が
学
校
や
村
に
赴

き
、
そ
の
地
域
の
青
少
年
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
Y
F
C
の
立
ち
上
げ
と
活
動
支
援
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
配
属
先
で
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
開
催
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
4
カ

月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
だ
。
自
転
車
の
入
手
が

叶
い
、
地
域
に
出
向
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

任
期
中
に
Y
F
C
の
活
動
で
訪
問
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
配
属
先
の
管
轄
地
域
に

あ
る
小
学
校
3
校
と
中
等
学
校
2
校
の
す
べ

て
と
、5
カ
所
の
村
。
各
Y
F
C
で
扱
う
内
容

は
、
配
属
先
で
開
い
て
い
た
と
き
と
ほ
ぼ
同

様
に
し
た
。
参
加
者
の
人
数
は
、学
校
で
は
各

case 3
感染症・

エイズ対策 

「現地で活動するときは、必ず現地のナース服（写真）か日本
のナース服を着るようにしていました。『医療の専門性があ
る人だ』『ヘルスセンターの人だ』などと認識してもらえると
考えたからです。それにより、YFCに参加する青少年や、村々
でマラリアの検査や保健教育などを担う『コミュニティ・ヘ
ルス・ワーカー』などに、私が行う活動への関心を持っても
らえたという実感があります」（野瀬さん）

「ナース服」はPRツールPick-up
SHOT 保

健
に
つ
い
て
学
び
合
う

青
少
年
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を

ス
タ
ー
ト

医
療
施
設
に
配
属
さ
れ
た
野
瀬
さ
ん
。
移
動
手
段
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
当
初

は
施
設
内
の
業
務
の
支
援
に
終
始
し
た
が
、「
あ
な
た
自
身
は
何
を
や
り
た
い
の
？
」
と

い
う
同
僚
の
言
葉
に
一
念
発
起
。
青
少
年
へ
の
啓
発
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

校
百
数
十
人
、
村
で
は
20
人
程
度
と
い
う
規

模
だ
っ
た
。
配
属
先
で
行
っ
て
い
た
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
熱
心
に
通
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
に

同
行
を
勧
め
、
彼
ら
に
講
師
役
を
務
め
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

管
轄
地
域
内
の
各
地
で
実
施
さ
れ
た

Y
F
C
は
、
活
動
を
主
導
す
る
コ
ア
な
メ
ン

バ
ー
も
誕
生
し
て
お
り
、
野
瀬
さ
ん
の
帰
国

後
も
A
さ
ん
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
継
続
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。「
ト
モ
ミ
が

来
た
か
ら
、
こ
の
活
動
が
で
き
て
い
る
」。
そ

ん
な
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
て
く
れ
た
同
僚

や
メ
ン
バ
ー
も
い
た
。
彼
ら
の
意
欲
を
引
き

出
し
、
つ
な
ぎ
止
め
る
う
え
で
カ
ギ
だ
っ
た

と
野
瀬
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
の
は
、「
約
束

を
必
ず
守
る
こ
と
」
だ
。
A
さ
ん
の
不
在
時

な
ど
、
ひ
と
り
で
Y
F
C
の
場
を
仕
切
る
こ

と
に
困
難
を
感
じ
る
と
き
も
あ
っ
た
が
、
野

瀬
さ
ん
は
決
し
て
「
キ
ャ
ン
セ
ル
」
を
し
な

い
よ
う
努
め
た
。
そ
れ
に
よ
り
、青
少
年
た
ち

か
ら
「
ト
モ
ミ
は
、
や
る
と
言
っ
た
ら
必
ず

や
る
人
だ
」
と
信
頼
を
寄
せ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
の
だ
っ
た
。

❶

❸❹

10ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 411 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 4

❶配属先で乳幼児健診の結果を記録する
野瀬さん

❷村で開いたYFCのミーティングで講義を
行うAさん

❸中等学校で開いたYFCのミーティング
で講義を行う野瀬さん

❹YFCのミーティングで性感染症の予防
啓発ポスターを作成するメンバー

❺YFCのミーティングでHIVの感染リスク
について考えるアクティビティに取り組
むメンバーたち

❷❺
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【回答者】 

さん
●JICA海外協力隊技術顧問

（担当分野：看護）
●群馬大学大学院保健学研究科教授

　
着
任
当
初
は
何
も
か
も
珍
し
い
状
態
で
し
た
で

し
ょ
う
が
、
半
年
も
経
つ
と
配
属
先
の
様
子
が
良

く
わ
か
り
、
日
本
の
看
護
師
と
比
べ
て
知
識
・
技

術
・
態
度
な
ど
多
く
の
違
い
が
目
に
つ
い
て
同
僚

に
否
定
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
自
分
の
持
つ
知
識
・

技
術
・
態
度
が
絶
対
に
良
く
て
、
配
属
先
の
人
に

関
す
る
す
べ
て
が
悪
い
よ
う
に
思
え
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
誰
も
が
た
ど
る
異
文
化
適
応
の
途
中
の
段

階
な
の
で
す
が
、
や
が
て
そ
の
国
の
言
葉
に
慣
れ
、

配
属
先
の
人
々
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
徐
々
に
心
理
的
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
し
ま

す
。

　
違
い
ば
か
り
が
目
に
つ
く
時
期
を
過
ぎ
て
少
し

ず
つ
慣
れ
て
く
る
ま
で
、
協
力
隊
員
の
場
合
は
3

～
6
カ
月
、
長
い
人
で
は
1
年
近
く
か
か
り
ま
す
。

そ
の
間
の
時
期
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
で
す
が
、

疑
問
に
思
え
る
同
僚
の
知
識
・
技
術
・
態
度
が
ど

こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
な

ぜ
な
の
か
尋
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。
同
僚
は
ど
の
よ

う
な
状
態
を
「
清
潔
」
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
　
患
者
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
ケ
ア
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？
　
日
本
で
は
熱
い
湯
で
行
う
こ
と

が
好
ま
れ
る
清せ

い

拭し
き

が
、
暑
い
国
で
は
嫌
が
ら
れ
る

な
ど
、
何
か
し
ら
の
理
由
で
違
う
ケ
ア
の
方
法
が

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
遺
体
に
対
す
る
思
い

も
、日
本
と
は
異
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
勤
務
の
合
間
の
“
空
い
た
”
時
間
は
、
ど
の
労

働
者
に
も
必
要
と
さ
れ
る
、
疲
労
の
蓄
積
を
避
け

る
た
め
の
休
憩
時
間
と
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
　
私
た
ち
日
本
人
か
ら
見
て
お
か
し
い
と
思

え
る
よ
う
な
行
動
で
も
、
必
ず
理
由
が
あ
る
は
ず

で
す
し
、
見
方
を
変
え
る
こ
と
（
自
分
が
変
わ
る

こ
と
）
が
活
動
の
糸
口
と
な
り
ま
す
。

　
以
前
、
ラ
オ
ス
の
病
院
の
看
護
部
長
に
お
会
い

し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
10
年
以
上
前
に
協
力
隊

員
と
現
地
の
看
護
師
た
ち
と
が
協
力
し
て
作
成
し

た
壁
の
ポ
ス
タ
ー
を
前
に
、
看
護
部
長
は
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
協
力
隊
員
は
看
護
師
の
行
動
で

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
必
ず
『
な
ぜ
？
』

と
聞
い
て
く
れ
た
。
夜
遅
く
で
も
、
電
話
を
し
て
聞

い
て
き
た
。
そ
れ
が
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
。
い
き

な
り
決
め
つ
け
て
否
定
的
に
捉
え
ず
、
必
ず
理
由

を
確
認
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
看
護
部
長
は
大
変

嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
協
力
隊
員
の
“
上

か
ら
目
線
”
で
な
い
か
か
わ
り
方
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
ポ
ス
タ
ー
が
10
年
以
上
た
っ
て
も
活
用
さ

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
元
協
力
隊
員
と
看

護
部
長
と
の
交
流
は
未
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。

　
協
力
隊
員
は
、配
属
先
か
ら
日
常
業
務
を
こ
な

す
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
る

こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。
特
に
、
臨
床
検
査

技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
職
種

の
協
力
隊
員
に
「
検
査
業
務
」
や
「
薬
局
業
務
」

へ
の
マ
ン
パ
ワ
ー
支
援
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
一
定
の
マ
ン
パ

ワ
ー
業
務
へ
の
協
力
は
配
属
先
の
活
動
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
す
の
で
、許
容
し
て
い

た
だ
く
よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
の
役
割
に

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
終
始
し
た
場
合
、協
力
隊
員

の
任
期
が
終
わ
り
、
帰
国
し
た
後
に
、
そ
の
協
力

隊
員
の
活
動
実
績
を
含
め
、配
属
先
に
何
も
残
ら

な
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。従
っ

て
、当
初
は
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
の
業
務
を
あ
る

程
度
こ
な
し
な
が
ら
、配
属
先
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

隊
員
に
対
す
る
認
知
度
を
高
め
、信
頼
を
得
る
こ

と
を
目
指
す
の
は
良
い
で
し
ょ
う
が
、そ
の
後
は

時
機
を
見
て
、自
分
が
や
り
た
い
と
考
え
る
活
動

に
つ
い
て
配
属
先
ス
タ
ッ
フ
に
向
け
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
機
会
を
つ
く
り
、彼
ら
の

賛
同
を
得
る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
質
問
に
関
連
し
て
、先
輩
隊
員
の
活
動
例
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。
H
I
V
／
エ
イ
ズ
対
策
の

活
動
を
行
う
N
G
O
に
派
遣
さ
れ
た
あ
る
感
染

症
・
エ
イ
ズ
対
策
隊
員
は
、
当
初
、
配
属
先
の
収

入
向
上
の
た
め
の
養
鶏
・
養
豚
事
業
へ
の
専
従

を
求
め
ら
れ
、予
定
し
て
い
た
H
I
V
／
エ
イ
ズ

対
策
の
活
動
が
ま
っ
た
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、J
I
C
A
事
務
所
の
企
画
調
査
員
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
）
に
間
に
入
っ
て
も
ら
い
、
配

属
先
の
責
任
者
と
交
渉
し
た
結
果
、業
務
の
半
分

を
エ
イ
ズ
孤
児
や
H
I
V
陽
性
者
の
支
援
活
動

に
当
て
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
医
薬
品
管
理
業
務
の

支
援
を
求
め
ら
れ
て
赴
任
し
た
あ
る
薬
剤
師
隊

員
は
、
配
属
先
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
ぶ
り
が
怠
惰

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、薬
局
で
多
量
の
マ
ン
パ
ワ
ー

業
務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
協
力
隊
員
は
、「
上
か
ら
目
線
」

で
ス
タ
ッ
フ
を
叱
責
す
る
の
で
は
な
く
、「
お
願

い
だ
か
ら
、私
の
医
薬
品
管
理
の
業
務
を
手
伝
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
ス
タ
ッ
フ
に
「
依
頼
」
す
る
ス

タ
ン
ス
を
と
り
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
パ
ソ
コ
ン

の
立
ち
上
げ
か
ら
各
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
に
至
る
ま
で
を
彼
ら
に
一
か
ら
詳
し
く
教

え
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、パ
ソ
コ
ン
業
務
に
自
信
を

も
っ
た
彼
ら
は
、
そ
の
後
、
積
極
的
に
薬
局
業
務

に
精
を
出
す
よ
う
に
変
容
し
ま
し
た
。
薬
剤
師

隊
員
の
大
変
賢
明
な
対
応
ぶ
り
に
感
心
し
た
次

第
で
す
。

Q1Q2
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【回答者】 

さん
●JICA海外協力隊技術顧問

（担当分野：医療）
●杏林大学保健学部長

　
着
任
し
て
半
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

配
属
先
の
同
僚
の
行
動
に
問
題
が
あ

り
、
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
良
い
か

悩
ん
で
い
ま
す
。
手
洗
い
を
行
わ
な

い
（
上
司
の
前
で
は
行
う
）、
患
者
へ
の

ケ
ア
が
雑
、
段
取
り
が
悪
い
た
め
処
置

中
に
医
療
事
故
が
起
こ
り
そ
う
、
亡
く

な
っ
た
患
者
の
扱
い
が
酷
い
、
空
い
た

時
間
は
お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

ス
マ
ホ
を
使
っ
た
り
と
、
医
療
者
の
行

動
と
し
て
疑
問
で
す
。

　
私
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ナ
ー
ス
と
し
て

エ
イ
ズ
予
防
の
啓
発
活
動
や
、
配
属
先
の

業
務
改
善
支
援
を
す
る
目
的
で
、
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

配
属
先
の
日
常
業
務
を
手
伝
う
マ
ン
パ

ワ
ー
と
し
て
の
役
割
ば
か
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
作
業
に

精
通
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
外
来
の

受
付
業
務
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
を
依
頼
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
マ
ン
パ
ワ
ー

以
外
の
活
動
を
計
画
し
、
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
者
と
し
て
の
行
動
に

問
題
が
あ
る
同
僚
に
つ
い
て

「
マ
ン
パ
ワ
ー
」
の
役
割
ば

か
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

病
院
配
属
の
看
護
師
隊
員
よ
り

医
療
施
設
配
属
の

感
染
症
・
エ
イ
ズ
対
策
隊
員
よ
り
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協力隊成果品

Pick Up
（保健・医療分野）

協力隊員が作成する成果品については、その共有・活

用の促進を目的に、JICA青年海外協力隊事務局が「ボ

ランティア成果品」として登録・保管する制度を設け

ています。成果品の登録・活用を希望する場合は、在

外事務所にご相談下さい。

●『Texto del parto cariñoso』
作　者：ボリビアの助産師隊員たち
内　容：「妊産婦とその家族を大事にした分娩ケア」を

現地の医師・看護師・看護学生に普及・定着
させるために作成した教材。「妊産婦の権利」
や「日本のお産のあり方」などがまとめられて
いる。

形　態：PDFファイルとDVD・スペイン語

●『Coma Sano × Viva Feliz　レシピ集』
任地で入手可能な食材ででき、低コスト・高栄養価である料
理のレシピ集。3色食品群（栄養素の働きで食品を3グルー
プに分けたもの）や食品衛生の解説なども盛り込まれている
（PDFファイル・スペイン語／作＝グアテマラの栄養士隊員）。

●『栄養啓発キット』
15種類の野菜の栽培マニュアル。芽の種類や播種・収穫の
時期、播種方法の違いなど学ぶことができる（PDFファイル・
マダガスカル語／作＝マダガスカルの看護師隊員）。

●『Infection Control Handbook』
HIV／エイズや結核など、現地で多く見られる感染症の知識
を伝える若年層向け教材（PDFファイル・英語／作＝パプア
ニューギニアの感染症・エイズ対策隊員）。

活動Q&A集
JICA海外協力隊員への技術支援を目的に配置されている技術顧問。派遣中隊
員から寄せられた活動に関する相談と、それに対する技術顧問による回答の例を
ご紹介します。

保健・医療分野の活動ポイント特 集  1

協力隊
技術顧問
が回答



ま
ず
、
各
ク
ラ
ス
に
1
週
間
ず
つ
入
り
、
保
育
の
様
子

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
な
か
で
早
速
、同
僚

た
ち
に
共
通
す
る
次
の
よ
う
な
問
題
が
見
え
た
。

■
騒
ぐ
子
ど
も
た
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
、叩
い

た
り
怒
鳴
っ
た
り
す
る
。

■
製
作
活
動
で
は
、「
上
手
か
下
手
か
」
だ
け
で
作
品

を
評
価
し
、個
性
を
伸
ば
そ
う
と
し
な
い
。

■
園
庭
で
遊
ば
せ
る
際
、「
遊
ぶ
様
子
か
ら
ひ
と
り
ひ

と
り
の
興
味
・
関
心
を
察
知
し
、そ
れ
を
伸
ば
す
働
き

か
け
を
す
る
」と
い
っ
た
こ
と
が
欠
け
て
い
る
。

　

春
日
井
さ
ん
は
そ
の
後
、各
ク
ラ
ス
に
1
カ
月
ず
つ

入
り
、気
づ
い
た
問
題
に
つ
い
て
「
こ
う
変
え
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
」と
同
僚
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、な
か
な
か
聞
く
耳
を
持
っ
て
も
ら

え
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、疎
ま
し
が
る
同
僚
も
い
た
。

例
え
ば
、「『
手
遊
び
』
を
す
れ
ば
、
怒
鳴
ら
な
く
て
も

子
ど
も
た
ち
は
落
ち
着
く
」と
伝
え
、春
日
井
さ
ん
が

手
本
を
見
せ
る
と
、
教
室
か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。

や
が
て
、春
日
井
さ
ん
が
教
室
に
入
っ
た
と
た
ん
に
出

て
い
っ
て
し
ま
う
同
僚
ま
で
出
て
き
た
。そ
う
し
て
し

ば
ら
く
は
、「
自
分
は
本
当
に
必
要
な
の
か
？
」
と
自

問
自
答
す
る
日
々
が
続
い
た
。

ん
に
心
を
開
き
、お
茶
に
誘
っ
た
り
、
休
日
に
自
宅
に

招
待
し
た
り
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。そ
う

い
う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
付
き
合
い
を
重
ね
て
い
く

と
、お
の
ず
と
仕
事
の
不
満
や
悩
み
な
ど
も
打
ち
明
け

て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
て
わ
か
っ
た
の
は
、

彼
女
た
ち
は
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、「
子
ど
も
が
好
き
」
と
い
う
点
で
は
、
日
本
の

保
育
者
と
な
ん
ら
変
わ
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

「
教
員
が
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
が
多
い
」

「
他
の
園
と
行
う
『
劇
』
な
ど
の
大
会
が
多
く
、
他
園

に
負
け
な
い
よ
う
訓
練
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

…
…
。
そ
ん
な
事
情
か
ら
、
同
僚
た
ち
は
心
の
余
裕
を

持
っ
て
保
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
「
背
景
」を
理
解
し
た
う
え
で
同
僚
た
ち

の
振
る
舞
い
を
見
る
と
、
日
本
の
保
育
者
の
よ
う
に

「
じ
っ
く
り
子
ど
も
の
話
を
聞
く
」
と
い
っ
た
こ
と
は

し
て
い
な
い
も
の
の
、た
し
か
に
「
あ
な
た
の
こ
と
は

好
き
だ
よ
」と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
な
表
情
を

子
ど
も
に
向
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 

「
リ
ナ
は
モ
ン
ゴ
ル
が
好
き
な
ん
だ
ね
」。
そ
ん
な
言

葉
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、同
僚
た
ち
と
の
信
頼

関
係
が
で
き
た
と
感
じ
た
春
日
井
さ
ん
は
、あ
ら
た
め

て
「
手
遊
び
」
や
「
読
み
聞
か
せ
」
な
ど
、
日
本
の
幼

稚
園
で
行
わ
れ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
紹
介
。

す
る
と
、
以
前
は
教
室
を
出
て
い
っ
た
同
僚
た
ち
も
、

実
践
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

く
る
と
、は
た
と
春
日
井
さ
ん
は
気
づ
い
た
。
自
分
は

同
僚
た
ち
の
仕
事
の
「
表
面
」だ
け
を
見
て
、否
定
し

て
し
ま
っ
て
い
た
。仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
彼
女
た
ち
の
仕
事
の
「
背
景
」
に
も
目
を

向
け
、理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

—
—

。

　

そ
う
し
て
、「
同
僚
た
ち
と
の
距
離
を
縮
め
る
た
め

に
、で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
」と
い
う
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
れ
た
春
日
井
さ
ん
は
、ま
ず
は

次
の
3
つ
を
実
践
す
る
こ
と
に
し
た
。

■
笑
顔
で
挨
拶
を
す
る

　

振
り
返
れ
ば
、
同
僚
教
員
が
子
ど
も
を
叩
く
た
び

に
、春
日
井
さ
ん
は
思
わ
ず
渋
い
表
情
を
し
て
し
ま
っ

て
い
た
。そ
れ
で
は
疎
ま
し
が
ら
れ
る
の
も
無
理
が
な

い
と
思
っ
た
こ
と
か
ら
、同
僚
教
員
た
ち
へ
の
朝
の
挨

拶
で
は
、必
ず
「
笑
顔
」を
見
せ
る
こ
と
に
し
た
。

■
多
く
の
時
間
を
共
有
す
る

　

会
話
や
共
同
作
業
な
ど
で
な
る
べ
く
多
く
の
時
間

を
同
僚
た
ち
と
共
に
過
ご
す
こ
と
に
し
た
。

■
降
園
時
に
す
べ
て
の
子
ど
も
を
見
送
る

　

子
ど
も
た
ち
が
降
園
す
る
時
間
帯
、玄
関
口
に
立
っ

て
ひ
と
り
ひ
と
り
に
挨
拶
を
す
る
こ
と
に
し
た
。同
僚

と
の
間
で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
日
も
、

「
最
後
の
挨
拶
」を
し
っ
か
り
と
や
る
だ
け
で
、「
明
日

も
が
ん
ば
ろ
う
」と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
か
ら
だ
。

　

以
上
の
3
つ
を
続
け
る
う
ち
に
、や
が
て
同
僚
た
ち

と
の
関
係
は
好
転
し
始
め
た
。彼
女
た
ち
が
春
日
井
さ

　

春
日
井
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、モ
ン
ゴ
ル
の
地

方
都
市
に
あ
る
幼
稚
園
。2
〜
5
歳
の
子
ど
も
を
受
け

入
れ
て
お
り
、お
お
む
ね
年
齢
別
に
分
け
ら
れ
た
40
人

ほ
ど
の
ク
ラ
ス
が
6
つ
あ
っ
た
。各
ク
ラ
ス
に
配
置
さ

れ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
は
、資
格
を
持
つ
教
員
と
資
格
を

持
た
な
い
補
助
員
が
1
人
ず
つ
。同
園
で
は
「
遊
び
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
を
伸
ば
す
」と
い
う

方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
な
か
、製
作
活
動
や
体
操
な

ボ
ク
シ
ン
グ
仲
間
か
ら
ヒ
ン
ト
を

　

状
況
打
開
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
「
ボ
ク
シ

ン
グ
」
だ
。
春
日
井
さ
ん
は
当
初
、
勤
務
時
間
が
終
わ

る
と
寄
り
道
は
せ
ず
に
帰
宅
し
、寝
る
ま
で
の
時
間
は

「
Y
o
u
T
u
b
e
」
な
ど
を
観
て
過
ご
す
の
が
常
だ

っ
た
。
や
が
て
「
運
動
不
足
だ
」と
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
春
日
井
さ
ん
は
、任
地
に
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、通
う
よ
う
に
な
る
。
着
任
し
て
半
年

ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
だ
。
レ
ッ
ス
ン
は
週
3
回

で
、ス
タ
ー
ト
は
夕
方
の
6
時
。

　

当
初
は
シ
ン
プ
ル
に
ボ
ク
シ
ン
グ
を
楽
し
む
ば
か

り
だ
っ
た
が
、3
、4
カ
月
経
つ
と
、ジ
ム
通
い
に
も
う

ひ
と
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
。ジ
ム
に
通
う
老
若

男
女
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と
友
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
。
当
時
、ま
だ
同
僚
た
ち
と
は
距
離
が
あ
る
と
感

じ
て
い
た
春
日
井
さ
ん
に
と
っ
て
、気
兼
ね
な
く
話
せ

る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
友
人
は
、心
の
拠
り
所
に
な
っ
た
。

　

貴
重
だ
っ
た
の
は
、休
憩
時
間
な
ど
に
す
る
会
話
の

な
か
で
、彼
ら
が
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
だ
。「
モ
ン
ゴ
ル
は
民
主
化

の
際
、そ
れ
ま
で
庇
護
の
も
と
に
あ
っ
た
ロ
シ
ア
か
ら

突
然
見
放
さ
れ
た
た
め
、わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
国

づ
く
り
を
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
ず
、苦
労
し

て
き
た
の
だ
よ
」。
そ
ん
な
話
を
聞
き
、
そ
れ
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
の
「
背
景
」が
見
え
て

ど
の
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
、園
の
方
針
に
沿
っ

た
保
育
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、春
日
井
さ
ん
に

求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
だ
っ
た
。

教
室
を
抜
け
出
て
し
ま
う
同
僚
た
ち

 

「
現
場
を
よ
く
見
て
か
ら
活
動
を
始
め
よ
う
」。
そ
ん

な
心
構
え
で
着
任
し
た
春
日
井
さ
ん
は
、着
任
す
る
と
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上司や同僚、活動対象の住民、教え子な

ど、活動でかかわる現地の人との信頼関

係は、協力隊員にとって活動の基盤となる

もの。それを築くうえで大切な心構えや有

効な方法について、各種の事例を通して整

理する。

1  子どもたちを集中させる際に、「叱る」のではなく、
「手遊び」で注意を引きつけるようになった同僚

2 子どもにもわかりやすいマニュアルを手洗い場
に貼ったところ、食事前の手洗いが定着した

3  春日井さんが「紙芝居のつくり方」を紹介したと
ころ、同僚の発案で園児自身が紙芝居をつくっ
て発表するというアクティビティーが導入された

4  春日井さん（右から3人目）が開いた製作活動
の勉強会に参加した同僚たち

5  通っていたボクシングジムのインストラクター
（右）と春日井さん

6  同僚（左端）の自宅に招待された春日井さん
（右から2人目）

3 25

6

1

■  活動概要
オルホン県第9幼稚園（オルホン県エルデネ
ト）に配属され、主に以下の活動に従事。
●環境づくりや子どもとのコミュニケーション、

製作活動などの方法の紹介
●絵本の読み聞かせの導入支援
●衛生指導の導入支援

■  PROFILE
1994年生まれ、岐阜県出身。保育教諭とし
て認定こども園に勤務した後、2017年10月
に青年海外協力隊員としてモンゴルに赴任

（現職参加）。19年10月に帰国し、復職。

さんの事例
（モンゴル・幼児教育・2017年度2次隊）

CASE 1
相手を尊重する❶

「
表
面
」の
問
題
だ
け
で
な
く
、

「
背
景
」に
も
目
を
向
け
る

幼
稚
園
に
配
属
さ
れ
、保
育
の
充
実
化
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
春
日
井
さ
ん
。

当
初
、同
僚
た
ち
に
問
題
を
指
摘
し
て
も
聞
く
耳
を
持
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
、

彼
女
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
へ
の
理
解
に
努
め
た
と
こ
ろ
、距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

特 集2

4

〝
信  
頼  

獲  

得
〟

   

の
道

〝信頼獲得〟  の道特 集2

Lesson ❶
 〜春日井さんの事例から〜

「配属先外」の友人に学ぶ
同僚との関係構築につまずい
た際、同僚以外の現地の人から
解決のヒントが得られる可能性
がある。現地の人ならば、「同僚
が置かれている状況」や「同僚
が協力隊員をどう見ているか」
などの見当がつくからだ。

春日井さん
基礎情報



1  地域の子育て支援施設で母親たちを対象に歯科保
健の講習を行う後藤さん

2 後藤さんが歯科保健指導のためにCPとともに作成し
た教材の例。ポスター形式のもので、配属先の中に
掲示した

3  「歯」の各種ワッペン（丸い囲みの中）と、それを胸に
付けた後藤さん（左端）や同僚たち。歯科保健の意識
向上や配属先のPRを狙って後藤さんが作成した

4  地域の小学校で歯科保健の講習を行う後藤さん
5  任地の人々の宗教心の象徴となっているラ・アルタグ

ラシア大聖堂。ドミニカ共和国の守護聖人である「ア
ルタグラシアの聖母」が祀られている

1

3

4

5

2
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そ
う
し
て
、
活
動
の
滑
り
出
し
は
困
難
を
極
め
た
。

C
P
は
学
校
で
行
う
歯
科
保
健
指
導
へ
の
同
行
を
認

め
て
く
れ
た
も
の
の
、「
共
に
行
う
」
と
い
う
姿
勢
は

見
せ
て
く
れ
ず
、与
え
て
く
れ
た
役
割
は
「
日
本
」に

つ
い
て
の
話
を
す
る
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。C
P
が
歯
科

保
健
指
導
で
使
っ
て
い
た
教
材
は
口
腔
と
歯
ブ
ラ
シ

の
模
型
だ
け
だ
っ
た
た
め
、図
解
す
る
教
材
な
ど
を
つ

く
る
必
要
を
感
じ
た
が
、「
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
誘
い
に
C
P
は
乗
っ
て
く
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

配
属
先
で
患
者
に
歯
科
保
健
指
導
を
す
る
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、待
合
室
で
講
習
を
行
う
こ

と
を
提
案
し
て
み
た
が
、や
は
り
聞
く
耳
を
持
っ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
し
ば
ら
く
は
、待
合
室
に

い
る
患
者
に
対
し
て
、個
別
に
歯
科
保
健
指
導
を
し
て

回
る
だ
け
の
日
々
が
続
い
た
。

雨
降
っ
て
、地
固
ま
る

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、C
P

の
家
は
1
カ
月
ほ
ど
で
出
る
こ
と
が
で
き
た
。プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
顔
を
合
わ
せ
る
時
間
が
減
る
と
、後
藤
さ
ん

の
ス
ト
レ
ス
も
多
少
和
ら
い
で
い
く
。そ
う
し
て
「
同

僚
た
ち
と
の
関
係
を
ど
う
に
か
改
善
し
よ
う
」と
い
う

気
力
が
出
て
く
る
と
、
食
べ
物
の
お
裾
分
け
を
し
つ

つ
、仕
事
以
外
の
話
題
で
会
話
を
切
り
出
し
て
み
る
よ

う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、や
は
り
よ
そ
よ
そ
し
さ
は
消

え
な
い
も
の
の
、会
話
に
は
応
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。そ
ん
な
な
か
で
よ
う
や
く
わ
か
っ
て
き
た
の

は
、任
地
の
人
た
ち
に
と
っ
て
い
か
に
「
宗
教
」
が
重

要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。「
神
は
国
籍
や
言
語
を

選
ば
な
い
」「
私
が
通
う
教
会
の
牧
師
は
い
つ
で
も
笑

顔
だ
。
だ
か
ら
私
も
そ
う
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

…
…
。
同
僚
た
ち
か
ら
そ
ん
な
言
葉
を
聞
き
、
後
藤
さ

ん
は
ミ
サ
に
通
っ
て
汚
名
を
挽
回
し
た
い
と
思
っ
た

が
、
今
さ
ら
彼
女
た
ち
に
「
連
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
言
い
出
す
勇
気
は
な
か
っ
た
。

　

よ
う
や
く
状
況
を
打
開
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た

せ
る
と
、近
所
の
教
会
で
7
時
か
ら
始
ま
る
ミ
サ
に
連

日
、足
を
運
ん
で
い
た
。

　

C
P
に
誘
わ
れ
、後
藤
さ
ん
が
初
め
て
一
緒
に
ミ
サ

に
参
加
し
た
の
は
、彼
女
の
家
で
暮
ら
し
始
め
た
日
の

翌
日
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
か
っ
た
が
、プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
の
付
き
合
い
を
深
め
る
こ
と
は
、信
頼
関
係

の
構
築
に
不
可
欠
だ
と
の
考
え
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ミ
サ
は
思
い
が
け
ず
苦
痛
の
大
き
な
も
の
だ
っ
た
。ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
大
音
量
で
宗
教
音
楽
を
流
し
な
が
ら
、

牧
師
が
マ
イ
ク
を
使
っ
て
大
声
で
聖
歌
を
歌
う

—
—

。

そ
ん
な
ミ
サ
が
3
、4
時
間
に
及
ん
だ
。「
つ
ら
い
」と

感
じ
た
が
、
翌
日
も
C
P
に
誘
わ
れ
、
断
わ
る
の
は
気

が
引
け
た
た
め
に
参
加
。
3
日
目
、や
は
り
C
P
に
誘

わ
れ
た
が
、思
い
切
っ
て
断
っ
て
し
ま
っ
た
。
言
葉
を

尽
く
し
て
理
由
を
説
明
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、当
時
の
ス
ペ
イ
ン
語
力
で
は
そ
れ
は
難
し

か
っ
た
。

　

C
P
は
そ
の
後
、後
藤
さ
ん
を
ミ
サ
に
誘
う
こ
と
は

な
く
な
っ
た
。
同
時
に
、
配
属
先
で
も
家
で
も
、
に
わ

か
に
後
藤
さ
ん
へ
の
態
度
が
よ
そ
よ
そ
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
C
P
以
外
の
同
僚
や
、

買
い
物
を
す
る
店
の
人
た
ち
ま
で
も
が
、後
藤
さ
ん
に

笑
顔
を
見
せ
な
く
な
る
。
後
に
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、

教
会
に
行
く
こ
と
を
嫌
が
っ
た
後
藤
さ
ん
に
つ
い
て
、

「
不
真
面
目
な
外
国
人
」
と
の
噂
が
広
が
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

後
藤
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、N
G
O
が
地
方
の

町
で
運
営
す
る
歯
科
診
療
所
。数
人
の
歯
科
医
師
と
歯

科
助
手
が
診
療
を
担
当
す
る
一
方
、歯
科
保
健
指
導
に

専
従
す
る
職
員
も
配
置
さ
れ
て
お
り
、学
校
や
村
を
回

る
な
ど
し
て
講
習
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。歯
科

保
健
指
導
の
職
員
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以
下
、

C
P
）
と
し
、
指
導
の
質
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
が
、

後
藤
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
だ
っ
た
。

ボ
タ
ン
の
か
け
違
い

　

着
任
時
ま
で
に
適
当
な
住
ま
い
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
た
め
、
後
藤
さ
ん
は
当
初
、
C
P
が
母
親
と
共
に

暮
ら
す
家
に
間
借
り
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
長
い
時
間
接
す
る
こ
と
に
な
る
状

況
は
、人
間
関
係
を
早
々
に
築
く
こ
と
が
容
易
に
な
る

一
方
、
ボ
タ
ン
の
か
け
違
い
が
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て

「
仲
違
い
」
の
温
床
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

後
藤
さ
ん
と
C
P
の
ケ
ー
ス
は
、後
者
に
転
ん
で
し
ま

っ
た
。

　

任
地
の
ア
ル
タ
グ
ラ
シ
ア
県
イ
グ
エ
イ
市
は
、ほ
か

の
地
域
の
人
々
も
そ
う
指
摘
す
る
ほ
ど
、ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
の
な
か
で
も
特
に
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多

く
住
む
町
だ
っ
た
。
市
内
に
は
多
く
の
教
会
が
あ
り
、

住
民
は
熱
心
に
ミ
サ
に
通
う
。
C
P
も
同
様
だ
っ
た
。

午
後
5
時
に
仕
事
が
終
わ
り
、帰
宅
し
て
食
事
を
済
ま

の
は
、任
期
も
半
ば
に
差
し
掛
か
る
こ
ろ
だ
。
配
属
先

に
新
た
に
歯
科
助
手
の
女
性
が
着
任
。過
去
を
知
ら
な

い
た
め
に
わ
だ
か
ま
り
な
く
接
し
て
く
れ
、ミ
サ
に
も

誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、連
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、「
後
藤
さ
ん
が
教
会
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
噂
が
瞬
く
間
に
広
ま
り
、

C
P
を
含
む
同
僚
た
ち
の
態
度
が
変
化
。に
わ
か
に
心

を
開
き
、食
事
な
ど
に
誘
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
っ
た
。

　

人
間
関
係
の
変
化
は
、活
動
に
も
影
響
し
た
。
C
P

は
教
材
の
つ
く
り
方
に
つ
い
て
後
藤
さ
ん
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
求
め
、共
に
つ
く
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ほ
か
、配
属
先
の
待
合
室
で
の
講
習
も
開
始
。
配
属
先

や
学
校
で
行
う
講
習
で
は
、後
藤
さ
ん
に
歯
科
保
健
の

話
を
す
る
役
を
振
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。ほ

か
の
同
僚
た
ち
も
同
様
だ
。
会
議
の
場
な
ど
で
、「
あ

な
た
の
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」な
ど
と
振
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
出
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　

C
P
と
の
関
係
は
、以
来
、強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。

後
藤
さ
ん
の
任
期
が
残
り
半
年
ほ
ど
と
な
っ
た
こ
ろ
、

彼
女
は
退
職
し
、そ
れ
ま
で
歯
科
保
健
指
導
に
通
っ
て

い
た
学
校
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
就
職
し
た
。
す
る
と
、

「
歯
科
保
健
指
導
を
す
る
の
で
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

と
後
藤
さ
ん
に
依
頼
。
配
属
先
の
所
長
の
許
可
の
も

と
、後
藤
さ
ん
は
た
び
た
び
そ
の
学
校
に
赴
い
て
、
教

材
づ
く
り
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

■  活動概要
NGO「小児口腔予防衛生協会」がアルタグ
ラシア県イグエイ市で運営する歯科診療所

「ソンリサ」に配属され、主に以下の活動に
従事。
●学校や村での歯科保健指導や栄養指導
●配属先の患者を対象にした歯科保健指導

や栄養指導

■  PROFILE
1987年生まれ、宮城県出身。歯科衛生士
として歯科診療所に 8年間勤務した後、
2017年10月、青年海外協力隊員としてドミ
ニカ共和国に赴任。19年10月に帰国。

さんの事例
（ドミニカ共和国・コミュニティ開発・
2017年度2次隊）

CASE 2
相手を尊重する❷

相
手
が
価
値
を
置
く
も
の

に
は
、細
心
の
注
意
と

最
大
の
敬
意
を
払
う

歯
科
診
療
所
に
配
属
さ
れ
、歯
科
保
健
指
導
に
取
り
組
ん
だ
後
藤
さ
ん
。

同
僚
た
ち
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
に
お
け
る
鍵
だ
っ
た
の
は
、

任
地
の
人
々
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
切
な「
宗
教
」
へ
の
配
慮
だ
っ
た
。

〝信頼獲得〟  の道特 集2

後藤さん
基礎情報

Lesson ❷
 〜後藤さんの事例から〜

「新人」の助けを借りる
配属先で「四面楚歌」になって
しまった場合の挽回のチャンス
は、「新人職員」の着任だろう。わ
だかまりなく付き合ってくれる
その職員と関係を築けば、ほか
の同僚たちとの間をつないでも
らえる可能性があるからだ。



1  ティモール・エイドのメンバー（右端）とともに離島に赴
き、住民に竹細工の指導をしたときの様子

2  竹を編んで模様を付けた壁飾り。ティモール・エイドの
作品で、人気商品のひとつとなった

3  平出さんの任期終盤にティモール・エイドが開いた竹
細工の展示会で出品されたかごの数々

4  任期前半に作成したタイスの販売店マップ
5  竹のかごを編むティモール・エイドのメンバー

134
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竹
細
工
づ
く
り
の
姿
が
共
感
を
呼
ぶ

 

「
目
に
見
え
る
も
の
」
を
つ
く
り
、
自
分
自
身
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
方
法
は
、販
売
店
マ
ッ
プ
以

外
に
も
有
効
な
場
面
が
あ
っ
た
。
自
作
の
「
竹
細
工
」

を
名
刺
代
わ
り
に
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
指
導
を
す
る
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

平
出
さ
ん
の
実
家
は
竹
の
卸
業
を
営
ん
で
お
り
、派

遣
前
、
5
年
に
わ
た
っ
て
竹
細
工
を
学
ん
で
い
た
。
そ

の
た
め
、当
初
か
ら
竹
細
工
づ
く
り
の
指
導
を
メ
イ
ン

の
活
動
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、着
任
当
時
、
竹

細
工
は
現
地
の
人
に
と
っ
て
無
縁
の
も
の
だ
っ
た
。そ

こ
で
、
ま
ず
は
自
ら
竹
細
工
を
つ
く
り
、同
僚
た
ち
に

そ
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。「
マ
サ
の

仕
事
は
『
待
つ
こ
と
』
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
、
任
期

前
半
の
こ
と
で
あ
る
。

　

任
地
を
歩
き
回
り
、庭
先
に
竹
が
生
え
て
い
る
家
を

見
つ
け
て
は
譲
っ
て
も
ら
い
、土
日
に
自
宅
で
竹
細
工

の
か
ご
な
ど
を
つ
く
っ
た
。で
き
た
作
品
は
配
属
先
に

持
参
。
同
僚
た
ち
に
見
せ
る
と
、彼
ら
は
販
売
店
マ
ッ

プ
の
と
き
と
同
様
、関
心
を
示
し
て
く
れ
た
。や
が
て
、

上
司
に
あ
た
る
芸
術
・
文
化
総
局
長
か
ら
の
依
頼
で
、

同
僚
た
ち
を
対
象
に
竹
細
工
の
技
術
を
教
え
る
講
習

会
が
実
現
。「
竹
細
工
の
専
門
家
」
と
い
う
ス
テ
ー
タ

ス
を
配
属
先
の
な
か
で
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、着
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

自
作
の
竹
細
工
は
、販
売
店
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
た
め

に
タ
イ
ス
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
回
る
際
に
も
持
参
。

「
私
は
こ
う
い
う
も
の
が
つ
く
れ
ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
と
、「
つ
く
り
方
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
リ

ク
エ
ス
ト
す
る
グ
ル
ー
プ
が
現
れ
る
。食
事
を
振
る
舞

う
こ
と
も
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、平
出
さ
ん

は
そ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
を
継
続
的
に
訪
ね
、竹
細
工
の

指
導
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
地
の
人
た
ち
は
植
物
の
葉
で
か
ご
を
つ
く
る
技

術
は
持
っ
て
お
り
、「
編
む
」こ
と
に
は
慣
れ
て
い
た
。

彼
ら
が
手
こ
ず
っ
た
の
は
、
竹
を
割
っ
て
薄
く
剥
ぎ
、

　

じ
っ
と
し
て
い
て
も
埒
は
明
か
な
い
と
考
え
た
平

出
さ
ん
は
、「
で
き
る
こ
と
」を
自
力
で
探
し
始
め
る
。

そ
う
し
て
任
期
の
前
半
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
ひ
と

つ
は
、観
光
客
に
向
け
た
手
工
芸
品
の
「
販
売
店
マ
ッ

プ
」の
作
成
だ
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
代
表
的
な
伝
統
手

工
芸
は
、「
タ
イ
ス
」
と
い
う
草
木
染
の
綿
織
物
。
地

域
ご
と
に
固
有
の
模
様
を
代
々
伝
え
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
そ
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、同
僚
た
ち
に
タ
イ
ス
の
販
路
に
つ
い
て
尋
ね

た
と
こ
ろ
、そ
の
情
報
が
集
約
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
平
出
さ
ん
は
、タ
イ
ス

の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
回
っ
て
卸
先
を
聞
き
出
し
、販

売
店
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

　

調
査
が
進
み
、販
売
店
の
リ
ス
ト
が
充
実
し
て
く
る

と
、平
出
さ
ん
は
試
し
に
そ
れ
を
同
僚
た
ち
に
見
せ
て

み
た
。
す
る
と
、彼
ら
は
よ
う
や
く
平
出
さ
ん
に
対
す

る
関
心
を
持
ち
始
め
る
。リ
ス
ト
に
ま
だ
な
い
販
売
店

の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
た
り
、現
地
語
の
正
し
い
表

現
を
教
え
て
く
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

 

「
販
売
店
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
」
と
い
う
発
想
は
、
そ
れ

ま
で
配
属
先
に
は
な
か
っ
た
も
の
。平
出
さ
ん
が
完
成

さ
せ
る
と
、
そ
の
意
義
を
感
じ
た
同
僚
が
、
観
光
ホ
テ

ル
や
空
港
な
ど
へ
の
配
布
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
。そ

う
し
て
、配
布
先
か
ら
「
こ
う
い
う
資
料
が
欲
し
か
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
出
る
と
、
同
僚
は
「
い
い
仕
事

が
で
き
た
ね
」と
称
え
て
く
れ
る
の
だ
っ
た
。

　

平
出
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
観
光
省

芸
術
・
文
化
総
局
は
、同
国
の
芸
術
・
文
化
の
発
展
を

目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
機
関
。同
僚
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
「
踊
り
」
や
「
音
楽
」な
ど
の
専
門
性
を
持
っ
て
お

り
、そ
れ
に
関
連
す
る
事
業
を
担
当
す
る
体
制
と
な
っ

て
い
た
。そ
う
し
た
な
か
で
平
出
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て

い
た
役
割
は
、
専
門
性
を
持
つ
同
僚
が
い
な
か
っ
た

「
手
工
芸
」
の
分
野
で
、
生
産
者
を
対
象
に
商
品
の
質

向
上
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

「
販
売
店
マ
ッ
プ
」で
同
僚
の
関
心
を
引
く

 

「
着
任
し
た
ら
、制
作
技
術
の
指
導
を
熱
心
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
」。
そ
ん
な
淡
い
期
待
を
抱
い
て
着

任
し
た
平
出
さ
ん
だ
っ
た
が
、現
実
は
違
っ
た
。
国
内

に
は
、指
導
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
手
工
芸

品
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。と
こ
ろ

が
、「
予
算
不
足
」
を
理
由
に
、
配
属
先
か
ら
指
導
の

開
始
に
「
待
っ
た
」が
か
か
っ
た
の
だ
。
技
術
指
導
の

講
習
な
ど
に
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
際
、現
地
で
は
主

催
者
が
食
事
を
振
る
舞
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、配
属

先
は
そ
の
費
用
が
出
せ
な
い
と
い
う
の
だ
っ
た
。

　

人
間
関
係
が
で
き
て
い
な
い
な
か
、同
僚
た
ち
は
平

出
さ
ん
の
こ
と
に
は
無
関
心
で
、ほ
か
の
仕
事
を
与
え

て
は
く
れ
な
い
。「
マ
サ
の
仕
事
は『
待
つ
こ
と
』だ
」。

そ
ん
な
言
葉
で
突
き
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

編
め
る
状
態
に
す
る
「
ひ
ご
づ
く
り
」だ
。
そ
の
習
得

で
つ
ま
ず
き
、継
続
が
難
し
い
グ
ル
ー
プ
が
続
出
す
る

な
か
、そ
の
壁
を
乗
り
越
え
て
平
出
さ
ん
と
の
関
係
を

続
け
て
く
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
1
つ
だ
け
あ
っ
た
。タ
イ

ス
の
古
い
織
り
方
の
復
興
な
ど
に
取
り
組
む
「
テ
ィ

モ
ー
ル
・
エ
イ
ド
」と
い
う
名
の
N
G
O
だ
っ
た
。

　

幸
運
だ
っ
た
の
は
、テ
ィ
モ
ー
ル
・
エ
イ
ド
の
建
物

が
平
出
さ
ん
の
家
か
ら
歩
い
て
2
、3
分
の
距
離
に
あ

っ
た
こ
と
。
平
出
さ
ん
は
任
期
中
、土
日
に
竹
細
工
を

つ
く
る
こ
と
を
継
続
し
た
が
、テ
ィ
モ
ー
ル
・
エ
イ
ド

と
出
会
っ
て
か
ら
は
、そ
の
建
物
を
作
業
場
と
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。黙
々
と
竹
細
工
づ
く
り
に
取
り
組
む
平
出

さ
ん
に
、
メ
ン
バ
ー
は
信
頼
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
、

竹
細
工
づ
く
り
へ
の
意
欲
を
強
め
て
く
れ
た
の
だ
。

　

30
人
ほ
ど
い
た
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、竹
細
工
に
熱
心

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
4
、5
人
。
平
出
さ

ん
か
ら
基
本
的
な
技
術
を
ひ
と
と
お
り
教
わ
る
と
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
な
ど
し
て
、平
出
さ
ん
が
教

え
て
い
な
い
デ
ザ
イ
ン
の
か
ご
を
つ
く
る
よ
う
に
も

な
っ
た
。そ
う
し
て
つ
く
り
た
め
た
カ
ゴ
や
ラ
ン
プ
シ

ェ
ー
ド
、壁
掛
け
な
ど
の
作
品
の
展
示
会
を
開
催
で
き

た
の
は
、
平
出
さ
ん
の
任
期
が
終
盤
に
入
っ
た
時
期
。

そ
の
場
で
注
文
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、平
出
さ
ん
の

帰
国
後
も
生
産
・
販
売
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
現
在
は
、離
島
の
住
民
に
竹
細
工
の
つ
く
り
方
を

指
導
す
る
活
動
も
開
始
し
て
い
る
と
い
う
。

■  活動概要
東ティモール観光省芸術・文化総局（ディリ）
に配属され、主に以下の活動に従事。
●住民グループによる竹細工の制作・販売

の支援
●伝統工芸品の販売店を紹介する観光客

向けマップの作成
●伝統工芸を生かした商品の企画

■  PROFILE
1985年まれ、福島県出身。市役所に事務
職として勤務するかたわら、実家が営む竹材
業を手伝いながら、竹細工の技術を習得。
2017年10月、青年海外協力隊員として東
ティモールに赴任（現職参加）。19年10月
に帰国し、復職。

さんの事例
（東ティモール・手工芸・
2017年度2次隊）

CASE 3
自分を発信する❶

平出さん
基礎情報

「
見
て
わ
か
る
物
」で

自
分
が
秘
め
る

技
術
や
思
い
を
ア
ピ
ー
ル

芸
術
や
文
化
の
振
興
に
取
り
組
む
中
央
省
庁
の
部
局
に
配
属
さ
れ
た
平
出
さ
ん
。

同
僚
や
住
民
と
の
関
係
づ
く
り
で「
名
刺
代
わ
り
」
と
な
っ
た
の
は
、

自
作
の
竹
細
工
な
ど
、自
身
の
技
術
や
思
い
が
伝
わ
る「
物
」
だ
っ
た
。

〝信頼獲得〟  の道特 集2

Lesson ❸
 〜平出さんの事例から〜

「手間」をかけた自己表現
周囲から信頼を得るためには、
自分の技術や思いを理解しても
らうことが不可欠。手間隙をか
けて行った調査やつくった物で
あれば、技術や思いがいっそう
わかりやすく伝わる可能性が高
いだろう。



1  ピラウ大学の学生が配属先を訪れて実施した料
理教室

2 配属先の子どもに空手指導をする岩瀬さん（右）。
苦手意識のある子も、「一対一」なら慕ってきた

3  配属先で空手教室を行うBさん
4  自分たちの手で育てたカボチャを手にする配属先

の子どもたち
5  A隊員とピラウ大学の学生たちの協力により配属

先で始まった、コンポストを使った野菜づくり
6  配属先に定期的に通ってくれるようになった
「MUNAY Perú & Japón」のメンバーと配属先
の子どもたち
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テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の
立
ち
上
げ
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
く
れ
た
。

　

大
学
の
長
期
休
暇
が
終
わ
り
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

を
岩
瀬
さ
ん
が
ひ
と
り
で
担
う
状
態
に
な
っ
て
ま
も

な
い
時
期
、環
境
系
N
G
O
の
メ
ン
バ
ー
の
友
人
に
よ

る
発
案
で
、
配
属
先
の
支
援
を
行
う
新
た
な
N
G
O

「
M※

U
N
A
Y 

P
e
r
ú 

& 

J
a
p
ó
n
」が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
地
元
の
大
学
生
た
ち
だ
。

以
後
、
大
学
の
学
期
中
は
毎
週
土
曜
日
に
、
長
期
休
暇

の
間
は
隔
日
、メ
ン
バ
ー
が
配
属
先
を
訪
れ
、各
種
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
行
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

通
常
の
家
庭
で
親
が
子
ど
も
に
し
て
い
る
よ
う
に
、大

人
が
配
属
先
の
子
ど
も
に
「
一
対
一
」で
向
き
合
う
時

間
が
何
よ
り
重
要
だ
と
岩
瀬
さ
ん
は
考
え
て
い
た
が
、

大
勢
の
大
学
生
が
配
属
先
に
来
る
こ
と
で
、そ
れ
が
継

続
的
に
実
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
人
間
対
人
間
」の
関
係
構
築

　

ス
ペ
イ
ン
語
の
力
が
付
い
た
任
期
後
半
は
、配
属
先

外
の
人
と
信
頼
関
係
を
築
く
方
法
も
変
化
す
る
。前
述

の
環
境
系
N
G
O
に
対
し
て
試
み
た
よ
う
に
、闇
雲
に

「
熱
意
」
を
表
し
て
協
力
を
求
め
る
と
い
う
や
り
方
は

封
印
。
会
話
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、自
分
の
立
場
や
活

動
を
抜
き
に
し
て
、ま
ず
は
自
分
の
人
間
性
を
丸
ご
と

と
ら
え
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
任
期
後
半
に
新
た
に
得
た
協
力
者
の
ひ

と
り
が
、任
地
で
空
手
道
場
の
指
導
者
を
務
め
て
い
た

青
年
（
以
下
、
B
さ
ん
）
だ
。
岩
瀬
さ
ん
は
高
校
生
と

大
学
生
の
と
き
に
空
手
を
や
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、配

属
先
で
も
希
望
す
る
子
ど
も
に
空
手
の
指
導
を
し
て

い
た
。そ
の
こ
と
を
人
づ
て
に
知
っ
た
他
州
の
道
場
の

人
か
ら
の
勧
め
で
地
元
の
大
会
に
出
た
と
こ
ろ
、そ
こ

で
際
立
つ
技
術
を
見
せ
て
い
た
B
さ
ん
と
出
会
う
。岩

瀬
さ
ん
は
「
配
属
先
で
空
手
の
指
導
を
し
て
ほ
し
い
」

と
思
っ
た
が
、そ
れ
を
前
面
に
出
す
こ
と
は
自
粛
。
ま

ず
は
「
人
間
対
人
間
」の
関
係
を
築
こ
う
と
、自
分
の

構
成
す
る
環
境
系
N
G
O
で
あ
る
。
出
会
い
の
場
は
、

A
隊
員
が
そ
の
環
境
系
N
G
O
の
メ
ン
バ
ー
を
対
象

に
開
い
た
「
コ
ン
ポ
ス
ト
」の
講
習
会
。
岩
瀬
さ
ん
は

A
隊
員
に
誘
わ
れ
、そ
れ
を
見
学
し
て
い
た
。

　

講
習
会
で
は
、
A
隊
員
に
よ
る
講
義
が
終
わ
る
と
、

学
生
の
引
率
役
で
参
加
し
て
い
た
大
学
教
員
が
、「
コ

ン
ポ
ス
ト
づ
く
り
を
試
験
的
に
始
め
よ
う
」と
呼
び
掛

け
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
「
チ
ャ
ン
ス
だ
」と
感
じ
た
岩

瀬
さ
ん
は
、ま
だ
ス
ペ
イ
ン
語
力
は
心
も
と
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
か
さ
ず
立
ち
上
が
っ
て
発
言
。

配
属
先
の
事
業
を
説
明
し
た
う
え
で
、「
コ
ン
ポ
ス
ト

づ
く
り
を
私
の
配
属
先
で
始
め
ま
せ
ん
か
」と
提
案
し

た
。出
来
た
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
野

菜
や
果
樹
の
栽
培
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、配
属
先

の
収
入
源
に
な
り
、か
つ
地
域
の
福
祉
事
業
を
P
R
す

る
ネ
タ
に
も
な
り
ま
す
…
…
。配
属
先
で
コ
ン
ポ
ス
ト

づ
く
り
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
を
、藁
を
も
つ
か
む
思
い
で

訴
え
た
。
す
る
と
、受
講
し
て
い
た
大
学
生
や
引
率
役

の
大
学
教
員
が
、岩
瀬
さ
ん
の
熱
意
に
賛
同
。
配
属
先

を
コ
ン
ポ
ス
ト
づ
く
り
の
最
初
の
試
行
の
場
に
す
る

こ
と
を
、そ
の
場
で
決
め
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

講
習
会
の
翌
月
に
大
学
が
長
期
休
暇
に
入
る
と
、環

境
系
N
G
O
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
配
属
先
に
や
っ
て

き
て
、コ
ン
ポ
ス
ト
づ
く
り
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役

を
務
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
さ
ら
に
、

「
ダ
ン
ス
教
室
」や
「
料
理
教
室
」な
ど
、ほ
か
の
ア
ク

　

岩
瀬
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、育
児
放
棄
な
ど
に

よ
り
家
庭
で
の
生
活
が
難
し
い
子
ど
も
を
受
け
入
れ
、

生
活
の
場
を
無
償
で
提
供
す
る
児
童
保
護
施
設
。0
〜

18
歳
の
約
50
人
の
子
ど
も
が
寝
食
を
共
に
し
、そ
こ
か

ら
学
校
に
通
う
な
ど
し
て
い
た
。配
置
さ
れ
て
い
た
ス

タ
ッ
フ
は
、
施
設
長
と
副
施
設
長
、
社
会
福
祉
士
、
心

理
士
の
ほ
か
、洗
濯
や
料
理
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
生
活

の
面
倒
を
見
る
約
10
人
の
世
話
係
な
ど
。
本
来
、自
立

に
資
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
も
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、
着
任
当
時
、人
員
不
足
の
た
め
実
践
さ
れ

て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
。そ
れ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ

と
が
、岩
瀬
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
だ
っ
た
。

チ
ャ
ン
ス
に
飛
び
込
む
勇
気

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、配

属
先
外
の
人
と
関
係
を
築
き
、そ
の
助
力
を
得
る
必
要

が
あ
る

—
—

。
岩
瀬
さ
ん
は
着
任
し
た
当
初
か
ら
、
こ

の
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。年
代
が
さ
ま
ざ

ま
な
50
人
の
子
ど
も
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
1
人

で
こ
な
す
の
は
容
易
で
は
な
い
う
え
、1
人
で
こ
な
し

て
も
自
分
の
帰
国
後
に
継
続
さ
れ
な
い
と
考
え
た
か

ら
だ
。
同
じ
任
地
で
活
動
し
て
い
た
環
境
教
育
隊
員

（
以
下
、
A
隊
員
）
に
そ
う
し
た
悩
み
を
相
談
し
た
と

こ
ろ
、着
任
の
2
カ
月
後
に
ひ
と
つ
の
出
会
い
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。任
地
に
あ
る
ピ
ラ
ウ
大
学
の
学
生
で

立
場
や
活
動
に
つ
い
て
知
ら
せ
な
い
ま
ま
、た
び
た
び

道
場
を
訪
ね
て
は
、練
習
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
B
さ
ん
と
の
会
話
を
重
ね
、信

頼
関
係
が
で
き
た
と
感
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、「
実
は

…
…
」
と
切
り
出
し
、
児
童
保
護
施
設
で
活
動
し
て
い

る
こ
と
、そ
こ
で
空
手
の
指
導
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
打
ち
明
け
る
。「
そ
れ
な
ら
ば
」
と
、
B
さ
ん
は
配

属
先
に
定
期
的
に
通
っ
て
空
手
の
指
導
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
く
れ
た
。

 

「
僕
の
家
庭
も
裕
福
で
は
な
か
っ
た
」「
貧
し
い
子
ど

も
た
ち
が
い
る
地
域
で
も
空
手
を
教
え
て
い
る
」。
B

さ
ん
が
そ
う
打
ち
明
け
て
く
れ
た
の
は
後
の
こ
と
だ
。

9
歳
の
こ
ろ
に
空
手
に
出
会
い
、生
き
る
術
を
得
た
と

の
こ
と
だ
っ
た
。「
空
手
が
僕
を
救
っ
て
く
れ
た
」。こ

れ
が
彼
の
口
癖
で
、困
難
な
環
境
に
生
ま
れ
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
人
生
に
何
か
し
ら
の
光
を
と
の
思
い
が

強
い
人
だ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、ピ
ラ
ウ
大
学
の
学
生
や
B
さ
ん
な

ど
、「
配
属
先
外
の
人
」
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
が
叶

っ
た
岩
瀬
さ
ん
。
し
か
し
、あ
く
ま
で
岩
瀬
さ
ん
が
目

指
し
て
い
た
到
達
点
は
、彼
ら
と
岩
瀬
さ
ん
と
の
強
固

な
関
係
で
は
な
く
、彼
ら
と
配
属
先
の
子
ど
も
た
ち
と

の
強
固
な
関
係
だ
。任
期
中
に
そ
の
構
築
が
ど
こ
ま
で

で
き
た
か
は
不
安
だ
っ
た
が
、帰
国
し
た
現
在
も
、
ピ

ラ
ウ
大
学
の
学
生
か
ら
は
「
配
属
先
へ
の
関
与
を
続

け
て
い
る
」と
の
連
絡
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

■  活動概要
ピウラ州立サンミゲール児童保護施設（ピウ
ラ州ピウラ市）に配属され、主に以下の活動
に従事。
●学習、菜園づくり、料理などの指導（現地

の大学生たちとの協働）
●空手の指導（現地の空手家との協働）

■  PROFILE
1986年生まれ、福岡県出身。久留米大学
医学部看護学科を卒業後、看護師として大
学病院の救命救急センターに勤務。2017
年10月、青年海外協力隊員としてペルーに
赴任。19年10月に帰国。

さんの事例
（ペルー・青少年活動・
2017年度2次隊）

CASE 4
自分を発信する❷

岩瀬さん
基礎情報

Lesson ❹
 〜岩瀬さんの事例から〜

「自己発信」の機会は希少
活動で配属先外の人の力を借
りる必要がある協力隊員も少な
くないだろう。配属先外の人に
自分を知ってもらう限られ た
チャンスを生かすためには、語
学力不足などで発言を躊躇して
しまうことは禁物だ。

そ
の
時
々
の
語
学
力
に

応
じ
て
、「
自
己
発
信
」の

方
法
が
変
化

児
童
保
護
施
設
で
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の
充
実
化
に
取
り
組
ん
だ
岩
瀬
さ
ん
。

配
属
先
の
人
員
が
不
足
し
て
い
た
な
か
、配
属
先
外
の
人
と
信
頼
関
係
を
築
き
、

そ
の
助
力
を
得
る
こ
と
が
、活
動
の
最
重
要
課
題
だ
っ
た
。

〝信頼獲得〟  の道特 集2

※ 「MUNAY」はペルーの先住民であるケチュアの人々の言葉で、「愛」を意味する。



　
　

マ
ン
パ
ワ
ー
に
徹
し
す
ぎ
、計
画
し
た
活
動
を

実
行
に
移
す
時
間
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

 

文
＝

さ
ん（
ザ
ン
ビ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
・
2
0
1
7
年
度
2
次
隊
）
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私
は
ザ
ン
ビ
ア
の
ン
ポ
ン
グ
ウ
ェ
郡
に
あ
る

ミ
カ
タ
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
初
代
隊
員
と
し
て

配
属
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
に
何

で
も
取
り
組
み
、
そ
の
過
程
で
気
づ
い
た
こ
と

を
活
動
に
反
映
し
て
い
こ
う
と
、
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
最
初
に
着
目
し
た
の
は
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
の
薬
局
業
務
で
し
た
。
薬
局
で
は
住
民
と

の
交
流
や
情
報
収
集
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
、

そ
れ
に
応
じ
た
働
く
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

5
S-

K
A
I
Z
E
N
活
動
に
着
手
。
生
産
性
や

患
者
満
足
度
が
向
上
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
活

動
は
大
変
評
価
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
マ

ン
パ
ワ
ー
と
し
て
日
々
の
薬
局
業
務
の
す
べ
て

を
こ
な
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
薬
局
で
の
住
民
と
の
交
流
で
、
地
域
の
人
々

に
対
す
る
健
康
啓
発
の
必
要
性
を
感
じ
た
私

は
、
地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
W
S
）
開
催

を
同
僚
に
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
僚
の

返
事
は
、「
政
府
や
N
G
O
の
開
催
す
る
W
S

で
は
軽
食
や
日
当
の
支
給
が
通
例
で
あ
り
、
そ

の
予
算
が
な
い
の
で
住
民
は
集
ま
る
わ
け
が
な

い
」
と
反
対
。
日
常
業
務
の
多
忙
さ
や
、同
僚
の

仕
事
を
増
や
す
こ
と
に
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
、

薬
局
か
ら
出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
配
属
先
で
啓
発
活
動
は
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
1
年
が
経
過
し
て
も
な
お
「
も
っ
と
で
き

　配属直後に配属先で取り組むべき課題がすぐに見えたと
きは、「何かをしなくてはいけない」という焦りを感じてしまい
ます。しかし、新企画の提案などはもう少し同僚の状況を把
握したあとに示したほうがよかったかもしれません。同僚が多
忙なときはマンパワーになりながらも、新規プロジェクトが

「同僚の収入に直結するか」「同僚のモチベーションや評価
になるか」などを見極め、そのうえで新しい取り組みを推奨し
つつ、既存のプロジェクトの内容を充実させるための改善策
を話し合えればよかったのではないかと思いました。

　できることにどんどん取り組む姿勢は決して間違っていない
と思います。しかし同僚からのイメージが固まってしまったた
め、そこから視野を広げにくくなってしまったかもしれません。
計画を実行に移すには、日常から同僚の希望を拾い集め、そこ
に自分がやりたいことをさりげなく関連させていくことが大事
だと考えます。その際、同僚の発案だと思ってもらうことで自
発的な行動につながり、実現性が高まります。私の活動では、
既存のイベントの成果を上げるための手段として私がやりた
かった科学館見学を盛り込み、計画の実現につなげました。

文＝協力隊経験者
● アジア・コミュニティ開発・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
子どもの虐待防止のプログラムを立ち上げ、冊子を作成。また、その冊子
の内容をワークショップ形式で地域コミュニティに広めるために、赤十字
の職員やボランティアからファシリテーターを養成するなど、子どもの虐待
防止研修プログラムも作成した。

同僚にとっての最善の利益を考える「自分がやりたいこと」を「相手が求めること」に

文＝協力隊経験者
● アフリカ・理科教育・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
首都の小学校で理科の実践的な授業を目的に活動を行った。現地教員
と協力して日々の授業にグループ実験を取り入れるとともに、「科学を
楽しく」をモットーに科学館見学や校内発表会を企画・実施した。

同僚と実施したマラリアのワークショップ。妊産婦検診や乳幼児検診の締めに健康啓発のワークショップをすること
が慣例となっていた。西さんが作成した教材を使用して実施し、「同僚たちがときには例え話や笑いを交えて現地語で
話をしてくれました。同僚たちが得意な話題のときには熱が入り、小一時間話をすることもありました」と西さんは話す

る
こ
と
が
あ
る
の
に
」
と
葛
藤
す
る
日
々
が

続
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
多
く
の
住
民
の
生
業

で
あ
る
農
業
を
と
お
し
て
収
入
向
上
や
健
康

啓
発
を
行
い
た
い
と
思
い
、
農
家
を
訪
問
し
、

S＊

H
E
P
の
導
入
を
試
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、同
僚
か
ら
「
薬
局
業
務
に
集
中
し
ろ
」「
外

で
サ
ボ
っ
て
身
勝
手
だ
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
理

解
を
得
る
の
が
困
難
で
し
た
。
わ
ず
か
な
時
間

を
利
用
し
、
施
設
内
で
個
別
に
健
康
の
啓
発
活

動
を
続
け
、
同
僚
に
健
康
に
関
す
る
住
民
の
課

題
や
そ
の
解
決
策
を
共
有
は
し
て
い
ま
し
た

が
、行
動
に
移
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
活
動
終
了
ま
で
半
年
。
薬
局
業
務
と
時
間
に

余
裕
が
で
て
き
た
こ
と
か
ら
、
住
民
生
活
に
身

近
な
養
鶏
を
通
し
て
栄
養
改
善
や
収
入
向
上
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
周
辺
住
民
の
訪

問
を
再
開
。
ヒ
ヨ
コ
の
生
存
率
向
上
を
指
導
し

た
と
こ
ろ
、
熱
心
に
改
善
に
取
り
組
む
住
民
の

姿
が
見
ら
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
住
民
の
興
味
や

関
心
事
を
と
お
し
て
成
功
体
験
を
つ
く
る
こ
と

が
、自
分
の
役
割
だ
っ
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
同
僚
か
ら
仕
事
を
請
け
負
っ
た
結
果
、
本
来

や
り
た
い
こ
と
を
や
る
時
間
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
へ
の
反
省
。
も
っ
と
活
動
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
し
っ
か
り
話
し
合
い
、
理
解
を
得
る

こ
と
が
必
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■  PROFILE
1987年生まれ、福岡県出身。2010年に京
都工芸繊維大学工芸科学部生体分子工学
課程を卒業後、製薬会社にて約7年間医薬
品の営業活動に従事。退職し、17年 9月、
青年海外協力隊員としてザンビアに赴任。
19年9月に帰国。

■  活動概要
ミカタ地域ヘルスセンターにて、同僚やコミ
ュニティボランティアと共に、同センターを
中心とした地域住民の生活レベルの底上
げのため、主に以下の活動に取り組む。
●住民や同僚と地域の抱える課題の調査
●マラリア対策、下痢予防、母子保健など

の推進
● 5S-KAIZENなどを使ったヘルスセンタ

ーの円滑な運営サポート

＊SHEP…Smallholder Horticulture Empowerment & Promotionの略。小規模園芸農家支援

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃179

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
薬局での労務提供で自分の仕事に取り組む姿勢を見せるこ
とが、同僚の自発性を向上させると信じ、活動に取り組みまし
たが、同僚のヘルスセンター外部への視野は広がりませんでし
た。その状況でも同僚に言われたことを優先してしまったこと
が、失敗の原因のひとつだったと思います。
私の配属前からヘルスセンターを中心とした母子保健や青少
年の健康啓発などのプロジェクトが進んでいました。その取り
組みの中で、活動の意義や将来像など地域の目指す姿を同僚
と一緒に考え、行動することができていれば、同僚の自発性を
促すきっかけになったと思います。そのためにも、私が同僚に訴
えるだけではなく、同僚や地域の人たちが地域課題の解決策
を話し合える機会をもっとつくれればよかったと思っています。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の強み（S）】
5S-KAIZENや課題調査な
どの知識・経験がある。

【隊員の弱み（W）】
多忙な同僚に遠慮し、話し
合う機会がつくれない。

外部
【同僚の良い面（O）】
与えられた課題に対するコ
ミット力や責任感がある。

【同僚の悪い面（T）】
自分たちの将来を自発的に
考えて取り組む力が弱い。

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

「住民の健康」を取り
巻く問題点や解決策
を同僚と考え、地域
で共有し、その克服
に向けて継続的な取
り組みをする。

実際の結果

課題解決の意義につ
いて同僚への理解が
深まらず、自身が本来
行いたかった活動を
実施することができ
なかった。

活動
開始

同僚は長期的な課題や
外部の課題に対して当事
者意識が低く（T）、隊員
は忙しい同僚に遠慮して
しまい（W）、話し合いの
機会が十分にもてない。



Q 

ど
う
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

　

1
人
で
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
協
力
が
必
要
で
し
た
。
協
力
者
を

得
る
た
め
に
何
度
も
足
を
運
び
、
質
問
し
た

り
、
催
促
し
た
り
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
熱
意

を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
た
。
語

学
力
不
足
で
思
い
が
伝
わ
ら
ず
、
相
手
も
自

分
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
も
諦
め
ず
に
何
度
も

訴
え
る
こ
と
で
、
理
解
を
得
て
、
無
事
に
ス

タ
ジ
オ
を
創
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
自
分
の
技
術
が
途
上
国
で
本
当
に

役
に
立
つ
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
。し
か
し
、

日
本
で
は
初
歩
的
な
技
術
が
途
上
国
で
は

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
感
心
さ
れ
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
自
分
の
技
術
に
誇
り
を
持
て

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
学
ん
だ
こ
と
も

多
く
、
生
徒
が
制
作
し
た
映
像
を
見
せ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
表
現
の
幅
が
広
が
り
ま
し

た
。「
自
分
の
技
術
が
た
っ
た
1
人
で
も
い

い
、
少
し
で
も
そ
の
人
の
人
生
の
役
に
立
っ

て
く
れ
た
ら
」
と
い
う
思
い
で
活
動
す
る
こ

と
で
、
気
持
ち
も
楽
に
な
り
、
楽
し
く
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
役
隊
員
さ
ん
や
未
来
の
隊
員
さ
ん
に

お
伝
え
し
た
い
の
で
す
が
、
映
像
は
未
来
に

残
せ
る
も
の
、
世
界
に
派
遣
国
を
知
っ
て
も

ら
え
る
最
高
の
媒
体
で
す
。
活
動
を
写
真
に

撮
る
隊
員
さ
ん
は
多
い
で
す
が
、
写
真
以
外

に
ぜ
ひ
映
像
も
残
し
ま
し
ょ
う
！

あ
っ
た
た
め
、
農
民
を
逮
捕
し
に
回
っ
て
い

る
と
勘
違
い
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
頭
を
悩
ま

す
出
来
事
が
非
常
に
多
く
起
き
ま
し
た
。

Q 

ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
？

　

現
場
に
お
け
る
状
況
の
変
化
に
す
ぐ
に
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。例
え
ば
、

常
に
代
替
案
を
持
つ
こ
と
や
達
成
段
階
を
１

段
階
ま
た
は
２
段
階
下
げ
る
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
「
現
段
階

に
お
け
る
ベ
ス
ト
な
選
択
は
何
か
？
」
と
常

に
考
え
る
こ
と
で
、
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
起
き
て
も
「
こ
ん

な
も
ん
だ
ろ
う
」
と
気
軽
に
構
え
る
よ
う
に

意
識
を
変
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

Q 

派
遣
予
定
の
同
職
種
の
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
調
査
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

り
、
調
査
設
計
や
調
査
実
施
に
お
い
て
は
実

施
者
の
セ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

正
解
も
な
く
間
違
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
迷

う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
私
の
よ
う
に
農
村
に
て
農
民
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
場
合

は
、
は
じ
め
に
「
自
己
紹
介
」
か
ら
始
め
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
調
査
の
目
的
な
ど
を

農
民
に
し
っ
か
り
と
説
明
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
へ
の
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

過
程
が
と
て
も
重
要
で
す
。
あ
と
は
農
民
の

話
を
し
っ
か
り
と
聞
く
だ
け
で
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

ボ
リ
ビ
ア
に
お
い
て
映
像
技
術
は
テ
レ

ビ
を
見
て
い
て
も
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
も

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
映
像

の
専
門
学
校
は
あ
り
ま
し
た
が
、
授
業
料
が

高
く
、
良
い
技
術
を
学
べ
る
人
は
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
私
が
配
属
さ
れ
た
学
校
は
、
授

業
料
は
安
い
も
の
の
、
教
師
の
技
術
力
が
不

足
し
て
お
り
、
生
徒
は
十
分
な
技
術
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
教
師
と
共
に
授
業

を
行
い
、
技
術
が
不
足
し
て
い
る
部
分
を
補

佐
す
る
形
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
最
初

は
、
教
師
す
ら
も
授
業
に
遅
れ
て
く
る
、
や

る
気
が
な
い
な
ど
散
々
で
し
た
が
、
日
本
の

映
像
を
見
せ
た
り
、
新
し
い
技
術
を
紹
介
し

た
り
す
る
こ
と
で
生
徒
が
少
し
ず
つ
興
味

を
持
ち
始
め
、
授
業
で
質
問
を
す
る
な
ど
積

極
的
な
参
加
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

環
境
整
備
に
よ
る
技
術
向
上
を
目
指
す

目
的
で
録
音
ス
タ
ジ
オ
を
創
設
す
る
こ
と

が
一
番
の
困
難
で
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
を
設
計

し
た
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
知
り
合
い
の

ツ
テ
で
情
報
を
収
集
し
、
創
設
に
必
要
な
機

材
な
ど
の
コ
ス
ト
を
計
算
。
同
僚
の
助
け
を

借
り
な
が
ら
細
か
い
企
画
書
を
制
作
。
学
長

の
許
可
を
得
る
ま
で
に
約
８
カ
月
。
機
材
を

集
め
、
倉
庫
に
な
っ
て
い
た
ス
タ
ジ
オ
予
定

地
を
掃
除
し
、
建
築
学
科
の
教
師
の
手
を
借

り
て
、
外
枠
を
創
設
。
ス
タ
ジ
オ
内
を
整
備

し
、完
成
ま
で
に
約
1
年
か
か
り
ま
し
た
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
J
I
C
A
に
よ
る
稲
作

産
業
発
展
の
た
め
の
支
援
が
15
年
以
上
に
わ

た
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
協
力
隊
と
し

て
赴
任
し
た
当
時
、
P＊

R
i
D
e
フ
ェ
ー
ズ

1
（
2
0
1
1
〜
2
0
1
9
年
）
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
国
内
に
お
け
る
コ
メ
生
産
量
の

増
大
を
目
標
に
、
現
地
の
農
業
普
及
員
や
農

民
に
対
し
て
稲
作
技
術
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
研
究
所
内
に
お
い
て
社

会
科
学
分
野
に
人
員
が
不
足
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
十
分
な
社
会
調
査
が

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
研
修
に
よ
る
農
民
へ
の

効
果
は
は
っ
き
り
と
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
に
研
修
を
受
講
し
た
農
民
を
対
象
に
社

会
調
査
を
行
い
、
研
修
に
よ
る
効
果
や
課
題

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
陸
稲
・
水
稲
栽
培

地
域
に
お
い
て
長
期
間
の
調
査
を
3
回
実
施

し
、
合
計
で
3
0
0
人
以
上
の
農
民
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
、
研
修
後
の
技

術
採
用
率
や
コ
メ
収
量
の
推
移
、
各
作
業
へ

の
投
資
金
額
や
労
働
投
入
量
な
ど
様
々
な
こ

と
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
ま
し
た
。
調
査

期
間
中
は
予
想
外
の
出
来
事
が
日
常
的
に
起

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
調
査
に
同
行
予
定
で

あ
っ
た
通
訳
が
調
査
開
始
前
日
に
突
然
消
え

た
こ
と
や
、
約
束
の
場
所
や
日
時
に
農
民
が

来
な
か
っ
た
こ
と
、
当
時
貸
与
さ
れ
て
い
た

バ
イ
ク
が
ウ
ガ
ン
ダ
の
警
察
と
同
じ
車
種
で

生徒と撮影を行う安達さん（右）。ビデオ撮影・編集・照明・音響と映像制作にかかわる技術を伝えた

＊ PRiDe…Promotion of Rice Development。コメ振興プロジェクト。

農民へのインタビュー調査をする蔀さん（左）。調査中に農民から「稲作技術研修で稲作についての知識
や適切な管理の仕方を学んだことによりコメの収量が増加した。収入が増えたことにより、子どもの学費
などを賄うことができるようになった」という嬉しい話も聞くことができたそうだ

※人数は、2020年1月31日現在。 ※人数は、2020年1月31日現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

映像
#B401

農林統計
#C110

さん
（ボリビア・2017年度1次隊）

 さん
（ウガンダ・2017年度1次隊）

■  活動概要
職業訓練学校の映像コースにて教師や生徒の技
術向上を目指し、以下の活動を行う。
●教師の補佐として授業で直接指導
●講演会において、最新技術の紹介
●環境整備として録音スタジオを創設
また、広報の一環として、ＪＩＣＡボリビア記念行事
や日系社会の映像も制作した。

■  活動概要
国立農作物資源研究所に配属され、ウガンダにて実施さ
れている技術協力プロジェクト 「コメ振興プロジェクト」
の効果を明らかにするためにインパクト調査を実施した。
主な活動は以下のとおり。
●プロジェクト対象地域おける農民へのインタビュー調査
●インタビュー調査を基にしたプロジェクトへの改善策の

提案

■  PROFILE
1984年生まれ、北海道出身。地元大学のメディア学科
を卒業後、テレビ制作会社に入社、ディレクター業務な
どを経験し、退職。その後、結婚式場にてビデオカメラ
マンとして撮影、編集を担当し、退職。2017年6月、青
年海外協力隊員としてボリビアに赴任。19年6月、帰国。
現在は、スペイン語強化と異文化への理解を深めるた
めメキシコにて事務職兼広報業務に従事している。

■  PROFILE
1992年生まれ、茨城県出身。2015年日本大学
を卒業後、修士課程に進学し、ミャンマー山岳地
帯における社会開発について研究に従事する。
博士課程在学中の17年6月、青年海外協力隊員
としてウガンダに赴任。19年6月、帰国。現在は、
隊員時に配属されていたJICA技術協力プロジェ
クトで専門家として働いている。

話話

24ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 425 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 4

派  遣  中 ▶ 1人

累　　計 ▶ 46人

分　　類 ▶ 公共・公益事業

活  動  例 ▶ 職業訓練学校などで生徒や教師

へ映像制作の技術移転を行う

類似職種 ▶ 番組制作、視聴覚教育　など

派  遣  中 ▶ 0人

累　　計 ▶ 17人

分　　類 ▶ 農林水産

活  動  例 ▶ 農業生産・研究の向上を目指した

データの調査や提案などを行う

類似職種 ▶ 統計
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堀切さんのプロフィール

東
京
都
出
身
。

東
京
農
業
大
学
入
学
。

青
年
海
外
協
力
隊
を
受
験
①

大
学
卒
業
後
、
野
菜
農
家
の
農

作
業
員
や
百
貨
店
の
米
売
り
場

の
販
売
員
と
し
て
勤
務
。
就
農

準
備
校
の
有
機
農
業
コ
ー
ス
を

受
講
。

自
然
農
法
研
究
所
の
研
修
生
。

3
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
②

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
バ
ス
テ
町
役

場
農
業
事
務
所
農
業
部
門
（
果

樹
・
稲
作
・
家
畜
）
に
配
属
さ

れ
た
。
現
地
農
家
へ
の
有
機
農

業
の
普
及
の
た
め
、デ
モ
フ
ァ
ー

ム
の
設
立
や
有
機
肥
料
導
入
の

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
た
。

3
月
、帰
国
。

8
月
、
株
式
会
社
森
林
調
査

設
計
事
務
所
に
就
職
③

1991

　

高
校
時
代
に
協
力
隊
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
参
加

を
目
標
に
農
業
大
学
に
進
学
し
た
堀
切
さ
ん
。
卒
業

後
、
農
業
研
修
生
な
ど
を
経
て
、
野
菜
栽
培
の
隊
員

と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
。
現
地
で
有
機

農
業
の
普
及
を
通
じ
、
自
然
の
恩
恵
の
大
き
さ
に
気

づ
け
た
反
面
、
時
折
や
っ
て
く
る
自
然
の
猛
威
を
実

感
。
山
の
防
災
や
森
林
保
全
に
興
味
を
持
ち
、
帰
国

後
は
、
森
林
土
木
分
野
の
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
に
入
社
し
た
。

現
地
の
生
活
に
密
着
し
た
仕
事
を

　

堀
切
さ
ん
が
初
め
て
世
界
の
広
さ
に
触
れ
た
の

は
中
学
生
の
と
き
。 

自
然
に
根
差
し
た
生
活
に
憧

れ
を
持
つ
中
で
「
世
界
が
も
し
1
0
0
人
の
村
だ

っ
た
ら
」
を
読
み
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
に

興
味
を
抱
い
た
と
い
う
。
高
校
生
に
な
り
進
路
相
談

で
、
異
文
化
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
仕
事
は
な
い
か
と

先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
提
案
さ
れ
た
の
が
協
力

隊
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
協
力
隊
参
加
を
目
標
に
、

衣
食
住
と
い
う
生
活
の
基
本
の
う
ち
、
自
身
が
一
番

身
近
に
感
じ
た
食
を
支
え
る
農
業
を
大
学
の
進
路

に
選
択
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
に
的
を
絞
り
、

熱
帯
地
域
の
農
業
を
学
ん
だ
。
大
学
卒
業
後
は
、
農

業
の
実
践
経
験
を
積
む
た
め
、
農
家
で
働
い
た
り
、

と
1
度
。
対
し
て
、
米
は
年
に
3
回
収
穫
で
き
る
。

そ
こ
で
野
菜
栽
培
と
並
行
し
、
有
機
肥
料
を
つ
か
っ

た
稲
作
を
農
家
と
試
作
す
る
こ
と
に
し
た
。
入
手
に

お
金
が
か
か
ら
な
い
「
米
ぬ
か
肥
料
」
を
つ
く
り
、

農
地
に
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
米
の
収
穫
量
が
増
加
、

味
も
よ
く
な
っ
た
と
農
家
に
言
わ
れ
た
。
効
果
が
見

え
た
こ
と
で
ほ
か
の
農
家
も
有
機
肥
料
を
取
り
入
れ

た
い
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
使
用
の
目
処
が
立
た
っ

た
と
こ
ろ
で
、堀
切
さ
ん
の
任
期
は
終
了
し
た
。

自
然
と
の
か
か
わ
り
方
を
模
索

　　

協
力
隊
参
加
を
目
標
と
し
て
い
た
堀
切
さ
ん
は
、

任
期
を
終
え
る
と
目
標
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
焦

り
を
覚
え
た
。「
ま
ず
は
き
ち
ん
と
し
た
社
会
人
経

験
を
身
に
つ
け
よ
う
」
と
就
職
活
動
を
開
始
。
農
業

系
の
就
職
先
を
考
え
て
い
た
が
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

現
在
勤
め
て
い
る
株
式
会
社
森
林
調
査
設
計
事
務

所
の
求
人
に
出
会
っ
た
。
同
社
は
森
林
土
木
分
野
の

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
、
災
害
が
起
き
た

有
機
農
業
の
研
修
生
と
な
っ
た
り
し
て
、
2
年
後
、

協
力
隊
を
受
験
。
合
格
し
、
野
菜
栽
培
の
隊
員
と
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
に
あ
る
パ
ナ
イ
島
の
西
海
岸

に
位
置
す
る
、
山
と
海
に
挟
ま
れ
た
町
セ
バ
ス
テ
。

こ
の
町
役
場
の
農
業
課
で
有
機
農
法
に
よ
る
野
菜

栽
培
の
普
及
を
行
う
事
が
堀
切
さ
ん
の
要
請
内
容

だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
地
の
農
家
の
主
要
栽
培
作
物

は
米
で
、
野
菜
は
乾
期
に
つ
く
る
家
庭
菜
園
程
度
。

農
家
の
声
を
聞
い
た
と
こ
ろ
換
金
作
物
と
は
考
え

ら
れ
て
い
な
い
と
わ
か
り
、
ま
ず
は
有
機
栽
培
で
得

ら
れ
る
効
果
を
示
す
た
め
に
野
菜
の
デ
モ
フ
ァ
ー

ム
設
立
に
着
手
し
た
。
畑
の
場
所
を
決
め
、
耕
し
、

緑
肥
を
ま
き
、
育
苗
ハ
ウ
ス
や
コ
ン
ポ
ス
ト
も
作

成
。
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
の
夏
野
菜
を
育
苗
し
て
か

ら
畑
で
育
て
る
こ
と
で
、
現
地
の
農
家
が
行
っ
て
い

る
直
播
き
よ
り
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
収
穫
で
き
、
現

地
で
の
有
機
農
法
と
野
菜
栽
培
の
成
果
を
示
せ
た

と
思
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
思
っ
た
よ
う
に
農
家
は
興
味
を
持
っ
て

く
れ
な
い
。
小
作
人
で
あ
る
彼
ら
は
収
穫
の
1
割
を

地
主
に
納
め
る
必
要
が
あ
り
、1
度
の
成
果
だ
け
で
、

新
し
く
野
菜
栽
培
を
開
始
す
る
の
は
、
リ
ス
ク
が
高

か
っ
た
の
だ
。
乾
期
と
雨
期
の
あ
る
任
地
で
、
野
菜

栽
培
が
で
き
る
の
は
乾
期
の
み
で
、
チ
ャ
ン
ス
は
あ

自
然
に
は
勝
て
な
く
て
も
適
応
し
た
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
野
菜
栽
培
・
2
0
1
5
年
度
4
次
隊

さ
ん

後
の
林
道
の
復
旧
や
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

道
路
や
治
山
ダ
ム
、
山
腹
工
な
ど
を
計
画
・
設
計
し

て
い
る
。
堀
切
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
農
業
に
携
わ
っ

て
き
て
大
地
の
恵
の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
い
た
と

同
時
に
、
自
然
の
猛
威
を
実
感
し
た
こ
と
か
ら
、
山

の
防
災
や
森
林
保
全
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。 

 

「
任
地
の
山
は
、
料
理
に
使
う
薪
と
し
て
無
計
画
に

木
が
伐
採
さ
れ
、
多
く
の
場
所
が
『
は
げ
山
』
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
乾
期
と
雨
期
の
降
雨
量
が

極
端
に
違
い
、
灌
漑
設
備
の
有
無
で
米
の
収
量
が
2

倍
近
く
違
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
山
に
あ
る
木
々

が
、雨
を
貯
め
、川
に
流
れ
る
水
の
量
を
調
節
し
、田

畑
に
た
ど
り
着
く
。
森
林
の
健
全
さ
が
農
業
に
密
に

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

　

同
社
に
2
0
1
8
年
8
月
に
入
社
し
、
現
在
は
契

約
や
入
札
に
か
か
わ
る
事
務
作
業
や
、
設
計
図
面
、

地
図
作
成
業
務
、
調
査
ア
シ
ス
タ
ン
ト
業
務
な
ど
に

携
わ
っ
て
い
る
。
業
務
の
中
で
、
技
術
者
や
取
引
先

の
状
況
を
考
え
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
相
手
の
状
況
に
合
わ
せ
て

活
動
を
転
換
で
き
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
じ

て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
災
害

や
起
こ
り
う
る
災
害
に
対
し
て
、
植
生
マ
ッ
ト
を
利

用
し
た
崩
壊
地
の
復
旧
な
ど
、
自
然
の
力
を
借
り
な

が
ら
修
復
す
る
対
処
法
を
考
え
ら
れ
る
の
は
、
仕
事

の
や
り
が
い
の
ひ
と
つ
だ
と
堀
切
さ
ん
は
話
す
。

 

「
以
前
『
自
然
に
は
勝
て
な
い
』
と
農
家
さ
ん
に
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
然
に
無
理
を
さ
せ

ず
、
人
間
も
無
理
を
し
す
ぎ
ず
、
で
き
る
範
囲
で
工

夫
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
社
会
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
に
少
し
手
を
加

え
つ
つ
、
う
ま
く
付
き
合
う
方
法
を
模
索
し
、
こ
の

先
も
働
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

＊1 治山…土砂くずれなど山地災害が起きないように山腹を整備したり、渓流の浸食拡大を防止したりすること。
＊2 山腹工…山の中腹にある荒廃地の風化、侵食、崩壊の拡大の防止を目的に、土木的工事を補助手段として植生を導入すること。

協力隊を
受験

協力隊
に参加

活動の幅が広いコミュニ
ティ開発で受験したもの
の不合格。スキルアップを
決意する。

農業系の実践スキルを身
につけ、野菜栽培隊員とし
て合格。派遣前には技術
補完研修も受講した。
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民間
企業
に

「自然には勝てない」と言われる
が、「自然と適応したい」という
思いがあり、山の防災や森林保
全がその方法を知るひとつでは
ないかと考え、入社。

農業研修生

森林土木分野の測量・
建設コンサルタント企業の社員

人生を変えた2年間

Vol.175

渓流にダム建設を計画するための測量補助作業中の堀切さん。堀切さんの会社が実施する業務の一例は次の通り。
豪雨などで山間部の渓流が荒廃した場合、その渓流を安定させるためのダムを設計する業務が、省庁から公示される。そ
の業務に関する提案書を省庁に提出し、入札。落札後、現地調査や測量を行い、発注者と相談しながら計画する位置や
ダムの種類を決め、対象地の現況や設計図面、計画案等をまとめた報告書をつくり、それを省庁に提出して終了となる

フィリピンで米ぬか肥料のつくり方を農家に教える堀切さん。任地の9
地区で農家に米ぬか肥料のつくり方・使い方の講習会を開催した

株式会社森林調査設計事務所 

③

②

①

設　　 立：1989年5月
本社所在地：東京都江戸川区篠崎町
従 業 員 数：15人
事 業 内 容：・治山、林道等測量設

計事業
・水源林整備・環境調

査事業
・落石対策調査事業など



［座談会参加者］

入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
際
協
力
の
道
に
進
む

に
し
て
も
、
大
学
教
員
の
道
に
進
む
に
し
て
も
、
ま
ず

は
修
士
号
を
取
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
は
思
っ
た
の

で
す
が
、
知
人
か
ら
「
い
っ
た
ん
臨
床
に
戻
っ
て
感
覚

を
取
り
戻
し
て
か
ら
、
新
し
い
道
を
探
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
こ
と

も
あ
り
、ま
ず
は
臨
床
に
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
が
臨
床
へ
の
復
帰
を
選
ん
だ
の
は
、
女
性
に

寄
り
添
う
臨
床
の
仕
事
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

現
在
は
、
資
格
を
と
っ
て
不
妊
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

携
わ
っ
た
り
、
看
護
大
学
で
助
産
学
の
非
常
勤
講
師
を

務
め
た
り
、
国
際
緊
急
援
助
隊
に
登
録
し
た
り
と
、
臨

床
以
外
に
仕
事
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
て
お
り
、

そ
の
お
も
し
ろ
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
「
臨
床
の
感
覚
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

慣
れ
て
い
る
環
境
が
良
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
、

ハ
イ
リ
ス
ク
な
お
産
も
扱
う
大
学
病
院
や
診
療
所
で
は

な
く
、
派
遣
前
の
勤
務
先
と
同
じ
5
0
0
床
程
度
の
規

模
の
総
合
病
院
に
再
就
職
し
ま
し
た
。
良
い
選
択
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、
お
ふ
た
り
が
派
遣
前
と

異
な
る
タ
イ
プ
の
医
療
機
関
を
再
就
職
先
に
選
ん
だ
の

は
、ど
の
よ
う
な
意
図
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

帰
国
直
後
に
友
人
の
お
見
舞
い
で
以
前
勤
め

て
い
た
病
院
を
訪
れ
た
際
、「
私
は
、
も
う
大

き
な
病
院
で
は
働
け
な
い
」
と
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

以
前
の
勤
め
先
の
よ
う
な
大
き
な
病
院
で
は
リ
ス
ク
の

高
い
患
者
さ
ん
も
多
く
、
質
の
高
い
標
準
化
さ
れ
た
助

産
ケ
ア
を
常
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
点
、
現
在
勤
め

る
よ
う
な
診
療
所
で
は
比
較
的
リ
ス
ク
の
低
い
患
者
さ

ん
が
多
く
、
助
産
師
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ケ
ア
や
判
断
が

尊
重
さ
れ
、
自
由
度
は
高
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
学

院
や
ほ
か
の
仕
事
と
の
両
立
と
い
っ
た
柔
軟
な
働
き
方

も
、大
き
な
病
院
で
は
ま
ず
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
帰
国
後
の
再
就
職
先
と
し
て
、
N
I
C
U

が
あ
る
よ
う
な
総
合
病
院
も
検
討
し
ま
し
た
。

【派遣前】
助産師（総合周産期母子
医療センター勤務）
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・助産師
・アジア
・2014 年度派遣
▶︎総合病院で技術指導
に従事

【現在】
NGO職員／
助産師（診療所勤務）

【派遣前】
助産師（総合病院勤務）
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・助産師
・中南米
・2014 年度派遣
▶︎大学の看護科で看護
教育に従事

【現在】
助産師（総合病院勤務）

【派遣前】
助産師（総合病院勤務）
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・助産師
・中南米
・2015 年度派遣
▶︎看護学校で看護教育
に従事

【現在】
助産師（診療所勤務）／
大学の非常勤講師

Aさん（女性） Bさん（女性） Cさん（女性）

AA
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BB

私
は
助
産
師
と
し
て
総＊
１

合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
で
3
年
働
い
た
後
に
協
力
隊
に
参

加
し
ま
し
た
。
協
力
隊
時
代
は
総
合
病
院
で
同
僚
へ
の

技
術
指
導
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
産
婦

人
科
の
有＊
２

床
診
療
所
で
助
産
師
と
し
て
働
く
か
た
わ

ら
、
大
学
院
に
進
学
し
て
公
衆
衛
生
学
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
時
点
で
は
国
際
機
関
で
働
き
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
し
ば
ら
く
は
国
内
で
で
き
る
国
際
協
力
の
仕
事

に
就
い
て
家
族
と
の
時
間
を
大
事
に
し
よ
う
と
思
い
、

大
学
院
修
了
後
、
国
際
保
健
の
政
策
提
言
な
ど
を
行
う

N
G
O
に
就
職
し
て
今
に
至
り
ま
す
。
診
療
所
の
仕
事

も
、週
末
だ
け
で
す
が
続
け
て
い
ま
す
。

派
遣
前
は
総
合
病
院
で
6
年
ほ
ど
助
産
師
を

務
め
ま
し
た
。
協
力
隊
で
は
、
大
学
の
看
護
科

で
実
習
指
導
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。
帰
国
し
て
ま
も

な
く
結
婚
し
、
そ
の
後
ふ
た
た
び
助
産
師
と
し
て
総
合

病
院
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
育
休
中
で
す
。

私
も
総
合
病
院
で
3
年
半
ほ
ど
助
産
師
と
し

て
働
い
て
か
ら
協
力
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。
配

属
先
は
看
護
学
校
で
、
や
は
り
実
習
指
導
な
ど
に
携
わ

り
ま
し
た
。
帰
国
後
は
産
婦
人
科
の
有
床
診
療
所
で
助

産
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

再
就
職
先
の
選
択

帰
国
直
後
、「
臨
床
の
感
覚
を
早
く
取
り
戻
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も
強
か
っ
た
た

め
、私
は
1
カ
月
ほ
ど
で
診
療
所
に
勤
め
始
め
ま
し
た
。

大
学
院
へ
の
進
学
も
任
期
後
半
か
ら
考
え
始
め
て
い
た

の
で
、帰
国
後
に
大
学
院
を
選
び
、受
験
し
ま
し
た
。

帰
国
の
時
点
で
は
私
も
国
際
協
力
の
道
に
進

む
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
母
校
の
大

学
の
先
生
か
ら
「
う
ち
の
大
学
院
で
修
士
号
を
取
り
、

教
員
と
し
て
残
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
教
員
の
道
も
選
択
肢
に

ォ
ロ
ー
が
必
要
な
領
域
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

不
妊
治
療
で
検
査
や
処
置
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
は
女
性
の
ほ
う
で
す
か
ら
ね
。

私
が
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
取
っ
た

の
は
、
助
産
師
を
務
め
て
い
る
う
ち
に
、「
出

産
に
関
し
て
は
妊
娠
前
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
重
要
で
あ

り
、
そ
こ
を
含
め
て
女
性
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
し
た
。

「
妊
娠
前
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
」
と
い
う
点

は
、
ま
さ
に
私
が
大
学
院
で
行
っ
た
研
究
の
結

論
で
も
あ
り
ま
し
た
。
協
力
隊
時
代
の
派
遣
国
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
「
低＊

３

出
生
体
重
児
」
の
要
因
を
調
査
し
た
の

で
す
が
、
や
は
り
妊
娠
前
の
女
性
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

重
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　
お
ふ
た
り
は
私
と
異
な
り
、
協
力
隊
時
代
の
活
動
は

看
護
教
育
で
し
た
が
、
そ
の
経
験
は
帰
国
後
の
助
産
師

と
し
て
の
仕
事
に
影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

派
遣
前
も
帰
国
後
も
勤
務
先
は
規
模
の
大
き

な
総
合
病
院
な
の
で
、
い
ず
れ
で
も
新
人
教
育

に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
派
遣
前
に
比
べ
る
と
、

今
は
「
教
え
る
こ
と
」
よ
り
「
聞
く
こ
と
」
へ
の
意
識

が
強
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
間
違
っ
た
や
り
方

を
し
た
新
人
に
対
し
、
派
遣
前
は
「
正
し
い
や
り
方
は

こ
う
だ
」
と
説
明
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は

そ
う
や
っ
て
頭
か
ら
否
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
ま
ず
は

「
ど
う
し
て
そ
う
や
ろ
う
と
考
え
た
の
か
」
を
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
一
理
あ
る
考
え
に
も

と
づ
い
て
や
っ
た
場
合
、
間
違
っ
た
考
え
に
も
と
づ
い

て
や
っ
た
場
合
、
何
も
考
え
ず
に
や
っ
た
場
合
と
で
、

指
導
の
仕
方
を
変
え
る
。
協
力
隊
時
代
の
教
え
子
た
ち

は
、「
清
潔
」
な
ど
に
関
す
る
常
識
の
基
準
が
日
本
の

看
護
学
生
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
思
い
も
よ
ら
な
い
行

為
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、「
ど
う
し
て
そ
う

や
ろ
う
と
考
え
た
の
か
」
を
頻
繁
に
尋
ね
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
す
る
な
か
で
「
聞
く
」
習
慣

が
身
に
付
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

技
術
を
高
め
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
協
力
隊
に
参
加
し
た
と
い
う
自
分
の
個
性
を
完

全
に
消
し
て
働
き
た
く
は
な
い
と
感
じ
、
診
療
所
を
選

ん
だ
の
で
す
が
、
正
解
だ
っ
た
思
い
ま
す
。
国
際
緊
急

援
助
隊
で
派
遣
さ
れ
る
と
き
に
は
2
週
間
ほ
ど
仕
事

を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
登
録
に
は
職
場
の

理
解
が
必
要
で
す
。
私
は
採
用
面
接
の
際
、
国
際
緊
急

援
助
隊
な
ど
へ
と
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
正

直
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
院
長
は
「
や
り
た
い
こ
と
を
や

っ
て
命
を
輝
か
せ
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
よ
」
と
言
っ

て
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で

も
、
良
い
再
就
職
先
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

協
力
隊
経
験
の
影
響

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
と
お
り
、
私
も
帰
国
の
時

点
で
は
国
際
協
力
の
道
に
進
む
こ
と
を
考
え

て
お
り
、
国
際
緊
急
援
助
隊
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
海
外
で
暮
ら
し
た
こ
と

に
よ
り
、「
高
齢
出
産
」
や
「
早
産
」、「
虐
待
」
の
多
さ

な
ど
、「
母
子
保
健
」
や
「
子
育
て
」
に
関
す
る
日
本
国

内
の
課
題
を
よ
り
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
今
は
そ
ち
ら
に
か
か
わ
る
方
法
を
見
つ
け
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
立
場

で
そ
れ
ら
の
解
決
に
か
か
わ
る
方
法
は
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
の
で
す
が
、
い
ず
れ
大
学
院
に
進
学
す
る
と

な
っ
た
ら
、「
虐
待
」
な
ど
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
よ
う

か
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
自
身
が
子
ど
も

を
持
っ
た
こ
と
の
影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

C
さ
ん
は
不
妊
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、「
不
妊
治
療
」

も
や
は
り
今
の
日
本
の
課
題
の
ひ
と
つ
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
共
働
き
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
女

性
が
仕
事
を
し
な
が
ら
治
療
を
続
け
る
と
い
う
の
は
、

身
体
的
に
も
心
理
的
に
も
厳
し
い
。
社
会
と
し
て
の
フ

私
の
協
力
隊
時
代
の
教
え
子
は
非
常
に
積
極

的
で
、
授
業
中
に
よ
く
発
言
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
現
在
大
学
で
教
え
て
い
る
看
護
学
生
た
ち
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
な
か
な
か
議
論
し
な
い
。
そ
こ

で
私
は
、
協
力
隊
時
代
の
教
え
子
た
ち
の
様
子
を
撮
影

し
た
動
画
を
見
せ
た
り
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
際
、「
負

け
な
い
よ
う
な
大
き
な
声
で
議
論
し
て
く
だ
さ
い
」
と

言
っ
て
派
遣
国
の
ノ
リ
の
良
い
音
楽
を
か
け
た
り
し

て
、「
発
言
す
る
」
と
い
う
習
慣
を
付
け
さ
せ
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
協
力
隊
経
験
が
な
け
れ
ば
、
座
学
だ

け
の
授
業
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

今
後
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
国
際
機
関
で
働
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
の
で
す
が
、
先
ほ

ど
お
話
が
出
た
「
不
妊
治
療
」
や
「
高
齢
出
産
」
な
ど

の
日
本
の
課
題
は
、
い
ず
れ
途
上
国
で
も
出
て
く
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
関
す
る

経
験
値
を
応
用
で
き
る
日
が
く
る
と
良
い
な
と
考
え
て

い
ま
す
。私

は
や
は
り
お
母
さ
ん
方
に
か
か
わ
る
の
が

好
き
で
あ
り
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、し
ば
ら
く
は
臨
床
に
携
わ
り
な
が
ら
、

お
話
に
出
た
日
本
の
課
題
の
解
決
に
か
か
わ
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
役
目
を
果
た
す
た

め
に
も
、
常
に
情
報
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
勉
強
を
重

ね
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
公＊
４

認
心
理
師
の
資
格
を
取
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

女
性
に
は
心
理
面
の
ケ
ア
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
も

携
わ
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。そ
の
よ
う
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
女
性
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
寄
り
添

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

BBB AAA

BA

C BC

CCC

よ
も
や
ま
話

「
日
本
社
会
へ
の
復
帰
」や「
進
路
開
拓
」、「
協
力
隊
経
験
の
生
か
し
方
」な
ど
、

協
力
隊
員
の「
帰
国
後
」に
つ
い
て
、O
B
・
O
G
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

帰
国
後

第
14
回 

助
産
師
隊
員
篇

＊1 総合周産期母子医療センター…出産前後の高度な医療を提供できる「周産期母

子医療センター」のうち、母体・胎児集中治療管理室（MFICU）や新生児集中

治療管理室（NICU）を備えた機関。

＊2 有床診療所…19床以下の病床を有する医療機関。

＊3 低出生体重児…出生時の体重が2500グラム未満の新生児。

＊4 公認心理師…心理職の国家資格。

※
コ
ー
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル
を
「
O
B
・
O
G
匿
名
座
談
会
」
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。

C



活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第104回

30ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 431 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 4

スマホで使える無料編集アプリ

InShot…著作権フリーの音楽も豊富で、簡単な映像編集にオススメ。

キネマスター…さまざまなエフェクトが使え、0.1秒後ごとの映像編集が

可能。細部にもこだわった編集をしたいときにオススメ。

※著作権・肖像権について…文章、画像や映像、イラスト、デザイン、音楽などには著作権、
また写真や映像、絵画などには肖像権などが存在します。このような権利について適切な
処理を行わずに使用してしまった場合、知らない間に他人の権利を侵害してしまう恐れが
あり、損害賠償を請求されることもあります。JICA海外協力隊ハンドブック「広報媒体掲
載肖像ガイドライン」をよく読んだ上、自由な使用が認められていない素材を使うときは、
必ず権利者に許可を取り、迷った場合は各在外事務所に相談したりするなど、取り扱いに
は十分注意しましょう。

生活に役立つ技　 知っトク情報

ナビゲーター = さん
（バングラデシュ・環境教育・2012年度2次隊）

おしゃれにリユース

  

　50センチ×50センチのサイズのバンダナや布を使って簡単
につくれるウエストポーチをご紹介します。これは日本の文化
である風呂敷の活用法のひとつで、おしゃれに楽しくリユース 

（もう一度使う）を伝えることもできます。現地の布を使ってみ
てもカワイイと思うので、バティックやカンガなど派遣国なら
ではの生地を使ってチャレンジしてみてください！

ナビゲーター = さん
（セネガル・小学校教育・2014年度1次隊）

身近な材料で行う染色

 自然染色（草木染め）

　染色は意外と簡単にでき、できあがりもきれいでおすすめで
す。色が出そうな素材 （タマネギの皮など）があれば挑戦でき
ます。染色には、色落ち防止などのために 「媒染液」が必要で、
ミョウバンが使われることが多いですが、手に入りづらいとき
は、鉄さびを浸けた酢なども使うことができます。自然染色は
色落ちしやすいですが、あまり気にならない方は現地にある素
材でぜひ試してみてください。

①バンダナを広げ、ズボンの
ベルト通しに2つの角を内
側から通す。

②通していない角と真上の
角をそれぞれ2回結ぶ。
（1回目はギュッと強めに結
ぶと解けにくいです）

③完成！　見かけによらず、
ペットボトルやお菓子などた
くさん入ります。

①媒染液をつくる。金属（さびた鉄・銅
など）・酢・水が1：1：1になるようにビ
ンに入れ、3日～1週間放置。フィルター
などで濾したら媒染液は完成。

④染めた布を水洗いして水気を切り、100
～1000倍の水で薄めた媒染液に20分
程つける。

②鍋に色が出そうな素材（今回はタマネ
ギの皮）と、ひたひたになる位の水を入
れ、20～30分煮出す。

⑤（しぼった場合はヒモをといてから）水
洗い→脱水→陰干し→完成！　現地で行
ったときは、時間や重量も計らないで作
業しましたが、きれいに染まりました。

1

42

53

3

③素材を濾して、布を入れてかき混ぜなが
ら20分くらい煮る。しぼり染めをしたい
ときは、布の一部をヒモでしばる。

 バンダナでウエストポーチをつくろう

［材料］
●布（化学繊維は染まりづらい）
●色が出そうな素材（タマネギの
皮、ハイビスカスのガク、コーヒー
かすなど）…布の重さの半分～
同じくらいの量

●媒染液の材料…金属（さびた鉄
〈※〉や銅など）、酢、水
●ヒモ（しぼり染めをしたいとき）
●鍋・さいばし
※鉄釘を塩水に1日つけ、自然乾燥させ
るとさびる。メッキ処理された釘は表
面をやすりなどでけずる。

1

2

△銅の媒染液
（緑色の液体）

△鉄の媒染液
（茶色の液体）

活動に役立つアイデア

　

スマートフォンで動画づくり③　—編集編—

ナビゲーター = さん
（コスタリカ・映像・2018年度1次隊）

編集の3つのポイント

　写真や動画を撮影するのに便利なスマートフォン（スマホ）。そのスマホで短い動画をつくるためのプチテクを、3つのテーマに分けて
3回連続でご紹介します。ちょっとしたコツを抑えて、発表のツールとして使ってみてください。
　動画づくりのポイント、最後は『編集編』。編集は人それぞれ、さまざまなやり方があります。旅行の記録、ドキュメンタリー、イベント
報告など、つくる動画の目的や種類によっても、やり方は変わってきます。今回は、そのなかでもいろいろな映像編集の参考になるポイン
トをご紹介。撮影した映像を編集し、動画が出来上がる瞬間は、とてもうれしいものです。ぜひご自身で編集をし、その瞬間を味わって
みてください。

被写体から離れているカット（引き） 被写体に寄っているカット（寄り）　見ていて気持ちの良い映像をつくるポイントのひとつが、映像と音楽の

調和。映像を切り替えるタイミングや被写体の動きと音楽がマッチしてい

ると、見ている人の気持ちをより惹きつけられる動画になります。ポイント

は2つ。

❶映像を切り替えるタイミングは音楽のビートに合わせる

3拍子の音楽なら、1・2・3の3のタイミングで映像を切り替えると、

より印象的になります。

❷映像に音楽の流れやストーリーを合わせる

子どもたちが元気よく走り回る映像に、音楽の一番の盛り上がりを合わ

せる……など映像の内容に合わせて、音楽を付けてみてください。2つ

の調和が、動画をより魅力的に仕上げてくれます。

映像の切り替えは
ビートに乗って気持ちよく

　テンポの良い映像を編集するポイントを紹介。

❶寄り（アップ）と引き（ルーズ）の構図をバランスよく織り交ぜる　

❷漫画を参考に編集してみる

❸『次に何を見たいか』を考えながら編集する

　同じ構図の映像が続くと、テンポが悪くなり、どうしても飽きてしまいま

す。ぜひ色んな構図を織り交ぜて編集するよう意識してみてください。そ

こで参考になるのが、漫画。漫画は、被写体から離れた構図（ルーズ・引き）

と被写体に寄っている構図（アップ・寄り）がバランス良く並んでいるので、

状況を把握したり、主人公の感情を見せたり、映像編集の基本を学ぶのに

とても参考になります。またテンポの良い映像をつくるために、撮影する

ときも、色んな構図で撮影するように意識してみてください。

「ざっくり編集⇒通して見る」を繰り返す アップ⇒ルーズ 色んな構図でメリハリを

　動画の編集に正解はありません。そのため、編集作業はいくら時間をか

けても終わらない……なんてコトも。そこで編集のプチテク。

❶編集前に大まかな流れを決める

『企画・構成編』でつくったふせんを参考にするとつくりやすいです。

❷流れをもとにざっくり編集

細かいことや尺〈時間〉は気にせず、とにかく映像を流れに沿って並べて

みる!

❸編集した動画を全部通して見る

❹1度目より細かく編集⇒通して見る⇒さらに細かく編集……

この作業を繰り返し、完成に近づけていく

　一度最後まで映像が出来上がらないと、いいのか悪いか判断ができま

せん。下書きの感覚で一度編集し、全体を通して見ることで新しいアイデ

アも生まれてきます。

01 03

02
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帰国後研修 日程 場所
職場復帰コース 5月23、24日 JICA市ヶ谷ビル
進路開拓コース 5月23〜26日 JICA市ヶ谷ビル

帰国報告会・交流会 日程 場所
自治体・団体向け 5月26日 JICA市ヶ谷ビル

企業向け 5月27日 JICA市ヶ谷ビル

次回の帰国後研修、帰国報告会・交流会の予定

　2017年度4次隊の帰国者数は次の通りです。

2017年度4次隊の帰国者数

2017年度4次隊帰国者数（2020年3月帰国／予定）

青年海外協力隊  74人（21カ国）
シニア海外ボランティア  28人（14カ国）

　1月9日、JICAは、青年海外協力隊の隊歌『若い力の歌』
を作曲した古

こ

関
せき

裕
ゆう

而
じ

氏の直筆楽譜を、同氏の出身地である
福島県福島市に寄贈しました。楽譜は長野県の駒ヶ根青年
海外協力隊訓練所に保管されており、二本松訓練所の富

とみ

安
やす

誠
せい

司
じ

所長が木
こ

幡
はた

浩
ひろし

福島市長に楽譜を手渡しました。
　同曲は1968年に行われた初代隊員の帰国報告会にお
いて古関氏の指揮で発表され、現在まで隊員に歌い継が
れています。古関氏をモデルにしたNHK連続テレビ小説
『エール』が3月から放送されることを受け、JICAが寄贈
を決定。楽譜は福島市にある古関裕而記念館で展示と保
管される予定で、楽譜の写しを二本松訓練所内で展示して
います。

古関裕而氏直筆の 『若い力の歌』の
楽譜を出身地である福島市に寄贈

技術顧問の退任
　2019年9月末と2020年3月末に3人のJICA青年海外
協力隊事務局技術顧問が退任しました。

氏名 担当分野 同分野の現在の担当者
橋本正則 理数科教育 技術専門委員
高橋久光 農業開発 未定
滝坂信一 障害者支援 未定

帰国後の進路支援
帰国後研修、帰国報告・交流会の開催

2019年秋募集の選考が終了
　2019年秋募集の二次選考が終了しました。それぞれの
分野別の合格者数は以下の通りです。

【一般案件 】〈2 月 20 日現在〉
■青年海外協力隊
■海外協力隊
■日系社会青年海外協力隊
■日系社会海外協力隊

分野名 要請数（件） 応募者数（人） 合格者数（人）
計画・行政 139 204      81 
公共・公益事業 30 27        8 
農林水産 78 53      28 
鉱工業 48 26      13 
エネルギー 2 0        0 
商業・観光 55 78      31 
人的資源 793 646      277 
保健・医療 238 161      77 
社会福祉 79 55      27 

合　計 1462 1250     542
※ 一般公開ではない大学連携、自治体連携案件を含みます。

【シニア案件】〈2 月 14 日現在〉
■シニア海外協力隊
■日系社会シニア海外協力隊

分野名 要請数（件） 応募者数 合格者数（人）
計画・行政 1 10        1 
公共・公益事業 9 23        2 
農林水産 14 13        4 
鉱工業 6 8        1 
エネルギー 4 8        1
商業・観光 14 80      10 
人的資源 30 71        9 
保健・医療 8 7        2
社会福祉 5 7        2

合　計 92 227     32
※ 2件までの案件応募のため、応募者数の合計は件数を表しています。

　2月15〜18日に東京・新宿区のJICA市ヶ谷ビルで、「帰
国後研修」を開催し、107人の帰国したJICA海外協力隊
が参加しました。この研修は、隊員経験を帰国後どのよう
に生かすかをじっくり考える内容になっています。
　帰国後研修の後に行われる帰国報告・交流会には、隊
員の活用に関心を持つ自治体や企業などの関係者が参加
し、自治体向けの会に20団体、企業向けの会に55団体が
参加しました。本研修・交流
会について、各隊員には帰国直
前に在外事務所を通じて案内
していますが、進路開拓中の帰
国隊員も参加可能です。詳細
については、下記メールアドレ
スにお問い合わせください。

▲

JICA青年海外協力隊事務局　人材育成課
　

防 犯 対 策
−こんなとき、どうする⁉︎−

安全管理担当者からのワンポイント対策
頻繁に使用履歴を確認することで、不正利用された場合、早期にカードの利用を停止する
ことができます。一定の期間内であれば、銀行やカード会社からの補償も期待できます。

知らないうちに
多額の取引がなされていた。
久しぶりに現地銀行口座の使用履歴を確認したとこ
ろ、身に覚えのない使用履歴があり、隊員自身の銀行
口座からお金が引き落とされていた。

スキミング被害に関する注意喚起

解 説

ATMを利用する際は、カードの投入口への細工やまわりのカメラ、鏡などに注意しましょう。
ATMは銀行店内に設置されているものがより安心です。不特定多数の人が出入りするショッピ
ングモールや空港、道路脇などに設置されているATMのほか24時間使用可能なATMなどでは、
キャッシュカードの利用は避けることが賢明です。また、スキミング被害を避けるためにも信頼
のできる店以外でのクレジットカードの利用には注意が必要です。

個人口座の残高を
長らく確認しないでいたところ、
ATMの設置条件や環境を気にせず、必要な時に必要
な場所で現金の引き出しを行い、長期間口座残高を
確認しないでいた。

　帰国隊員を進路決定までサポートする「進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役」。就職・進学を始め各種情
報の提供や帰国後のキャリアに対するカウンセリングなどを行います。2020年4月現在、全国に18人を配置。各カウン
セラー、相談役の連絡先などは下記ウェブサイトをご覧ください。

進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役の紹介

進路開拓インフォメーション

担当都道府県 氏名

北海道 湊 和生

青森・岩手・秋田 松舘敦子

宮城・山形・福島 佐藤美喜子

東京・埼玉・千葉・群馬・茨城・栃木・長野・
新潟

伊藤亜紀

金山光一

石澤志津

神奈川・山梨 岡部恵子

石川・ 富山・福井 五十嵐枝折

愛知・岐阜・三重・静岡 小澤祐司

担当都道府県 氏名

滋賀・京都・大阪・奈良・和歌山・兵庫（主
に大阪・奈良・和歌山） 津田昌二

滋賀・京都・大阪・奈良・和歌山・兵庫（主
に兵庫・京都・滋賀） 前原美和

広島・鳥取・岡山・島根・山口 増田勇希

徳島・香川 藤岡龍生

愛媛・高知 宇都宮 民

福岡・佐賀・長崎 髙橋義弘

熊本 村上建夫

大分・宮崎・鹿児島 有里泰徳

沖縄 新垣光博

▲

JICA海外協力隊ウェブサイト「帰国隊員の進路開拓についての相談受付」
　https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/counselor/

※進路相談の対象は、青年海外協力隊および日系社会青年海外協力隊経験者のみとなります。
※カウンセラー／相談役により対応可能な日が異なりますので、あらかじめ電話またはメールでのご連絡をお願いします。

交流会の様子

帰国した隊員による帰国報告

※派遣名称は派遣当時のものです。
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募集中のお題

「洗濯」「掃除」「朝ごはん」「寝具」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

島からの贈り物たち
医療船で3週間のアウトリーチ（＊）に出た。たくさんの貴重な経験をさせていただいたが、旅の終盤では、
たまった疲労から、“つらい”と感じていた。そんな中、最後に訪れた島の村長から、特産品である首飾りを
頂いた。とても嬉しかった。同時に、私の耳元で「首飾りと一緒に、私の娘ももらってくれないか？」とささ

やかれた。

ペンネーム：日本で待ってくれている彼女がいます。さん（大洋州・感染症・エイズ対策・2018年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

イラスト＝牧野良幸

　  週末の甘い夜？
常夏の派遣国。新鮮な果物が１年中楽しめ
る。普段つくるお手製バナナスムージーも、
週末の夜は、蜂蜜やミルクを加えて豪華に。
自分を甘やかして、チョコレートアイスを入れ
る日も。これを飲みながらお気に入りの映
画を観る時間は、私にとって最高のご褒美で
ある。

ペンネーム：きーあい さん（アジア・青少年活動・
2018年度派遣）

★ 　  喜捨
仏教国である派遣国の人たちは殺生を嫌
う。それは輪廻転生思想が背景にあり、亡く
なった家族や知人が転生して身の回りの生
き物になっているかもしれないからだ。（ご
先祖様かもしれない）野犬にもとても寛大
で、ご飯の食べ残しやクッキーなどどんどん
与えている。おかげで野良とは思えないくら

い丸々太っている子も。

ペンネーム：マリーパパ さん（シニア海外ボランティ
ア/アジア・2018年度派遣）

※派遣名称は派遣当時のものです。

★
★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

　 疲れたときの日本茶は絶品
日本茶が好きだ。任地にも砂糖たっぷりの
チャイ(茶)はある。それでは満足できない
ときがある。そんなとき、日本から持ってき
た数少ない日本茶を飲むようにしている。ど
んなに疲れている日でも日本茶を飲めばま
た明日から頑張ろうと元気が出てくる。魔
法の飲み物。日本では当たり前に飲んでい
た日本茶に毎日感謝している。

ペンネーム：アボカドライフ さん（アフリカ・野菜栽
培・2018年度派遣）

＊地域へ出張して行う普及・啓発活動

★★★

お題 ▶︎ ご褒美



一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室
eメール

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今号をお読みになり、どのようにお感じになり
ましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。
また、今後取り上げてほしい企画や特集のテ
ーマ、ご紹介いただけるアイデアがございまし
たら、下記のメールアドレスにお送りください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

令和2年4月号［第56巻第3号 通巻655号］
発行日　令和2年4月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1
竹橋合同ビル

『クロスロード』ウェブ版は
以下のアドレスからアクセスできます。
https://www.jica.go.jp/
volunteer/outline/publication/
pamphlet/crossroad/index.html

●派遣国での活動・生活での “失敗” 談、お聞
かせください。

●活動や日常でちょっと役立つ、そんな技をお
伝えください。もしくはこんな技を紹介してほ
しいというご要望もお待ちしています。

●P34の下に記載されている「お題」で派遣国
での活動・生活のことをつぶやいてみませんか。

●派遣国でつくった日本食レシピをお寄せください。
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※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

JOCV SPORTS NEWS
社会を動かす力を持つビーチバレーボール選手に
小島さんがビーチバレーに出合ったのは協力隊参加を経て、在パラグアイ日本国大使館での勤務中。
帰国後にビーチバレーの選手として本格的に始動した。競技を開始して5年、現在はビーチバレーの
トップリーグで戦っており、日本代表選手となるために数々の試合に参戦している。

辺だけが競技場ではない。砂浜がつく
れれば駅でも美術館でも競技ができる

「ビーチバレーボール」。16×8メートルのコー
トで、2人1組のチーム同士で対戦し、風や太陽
など環境に勝敗を左右されるため、「知恵と
経験が勝利の大きな要素。世界的にも30代
以降の選手が活躍する競技です」とプロビー
チバレーボール選手の小島利治さんは話す。
　小島さんがビーチバレーを本格的に開始し
たのは、2016年、32歳のとき。在パラグアイ
日本国大使館での勤務中に、同国のビーチバ
レー代表選手と出会ったのがきっかけだ。帰
国後、オリンピック出場を目指し、国内の公式
試合に参戦を始めた。3年後の2019年、国内
ビーチバレーのトップカテゴリーの試合に出場
し、ワールドツアーにも参戦できるようにな
り、国内順位は19位まで上がった。
　小島さんの強さのひとつに、ほかのアスリー
トとバックグラウンドが異なることが挙げられ
る。協力隊の活動では失敗もあり、大使館で
の業務も最初は困難の連続だった。しかし、
発想を転換しながら活動や業務に取り組み、
今を大事にするラテンの考え方やプラス思考
を自身の中に蓄積したことが、現在、試合での
度胸や突破力につながっているという。
　一方で「オリンピック出場だけが人生の目的
ではない」と小島さん。過去に海外の貧しい
地域でスポーツ教室を実施したとき、少女か

ら「この時間が人生で一番楽しかった」と伝え
られ、スポーツが持つ特別な影響力と、自分が
社会を動かす力になれることを実感した。コ
ート内外で世界を豊かにできる存在でありた
いと、現在もワールドツアーで海外を訪問した
ときは、青少年を対象にバレーボール教室な
どを開催している。また、プロ選手として地元・
愛知県東海市の医院からサポートを受けてお
り、地元を背負って試合に臨むことができるの
も戦うモチベーションのひとつとなっている。
 「今も夢の途中にいますが、トップカテゴリー

の試合に出るという、かつて自分が憧れてい
た存在になっていることは、『諦めなければ夢
は叶う』を体現できたと思っています」
　ビーチバレー日本代表選手を決定する試合
は5月中旬に開催予定。その試合に出場する
選手は4月下旬に発表される予定だ。

プロビーチバレーボール選手

さん
（コロンビア・バレーボール・
 2006年度2次隊）

●プロフィール：1983年生まれ、愛知県出身。中京大学大
学院在籍中の2007年1月、青年海外協力隊員としてコロン
ビアに赴任。09年1月に帰国後、復学。修了し、在パラグア
イ日本国大使館勤務を経て、16年4月よりビーチバレーボー
ル選手に。日本ランキング１9位（20年2月13日現在）。

海

J a p a n O ve r s e a s C o o p e r a t i o n Vo l u n t e e r s ' S P O R T S N E W S

平和・平等・協力・健康……「スポーツが持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの活動・仕事を紹介します。

左：ワールドツアーファイナル大会inロ
ーマの試合（奥が小島さん）
右上：小島さんは地元・愛知県東海市
にある「おおすが整形外科」の公式サ
ポートを受け、選手として活動している
右下：パラグアイでSDGs活動を行う小
島さん。ワールドツアーで訪れた国では
スポーツの楽しさを伝える活動として子
どもたちに向けたバレーボール教室を
可能な限り開催している
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　ブラジルのバイア州サルバドールで日本
料理を通して日本文化継承のお手伝いをし
ています。また、バイア州を含むブラジル東
北部の日系人団体を巡回して料理講習会
を開催しています。地方では日本食材が手
に入りにくいなか、日系のご婦人方が知恵
を出し合い、工夫を重ねて納豆やあんこ、う
どんをつくるなど日本のスローフードを実践
しておられます。皆さまから感動と優しさを
いただいて、居心地良いブラジル生活と活
動を楽しんでいます。
 『ピーナツ豆腐』は婦人会でつくり、好評
だったレシピです。「これは昔、ばあちゃんが
よくつくってくれました。久しぶりにばあちゃ
んを思い出しました」と日系三世の方から感
想をいただき、とても嬉しく思いました。ブラ
ジルはタピオカ粉が豊富にあります。タピオ
カ粉を入れることによって、もちもち感が増
します。火にかけたとき、沸騰すると飛び散
るので、火傷に注意してつくってください。

にがり不要！
ピーナツからつくるお豆腐

生ピーナツ…1カップ　　　　　　　　　
水…3カップ
コーンスターチ…40ｇ（3/4カップ）
タピオカ粉…20ｇ（なければコーンスターチ

で可）
砂糖…小さじ1
酒…小さじ1（なくても可）
塩…小さじ1/2

❶生ピーナツを10分以上水に浸ける。
❷薄皮をむく。
❸3倍の水を加え、ピーナツのつぶつぶ感が
なくなるまで（のり状になるまで）ミキサー
にかける。ミキサーがない場合は、すり鉢
状の入れ物で細かく砕く。

❹木綿の布などでこす。
❺固く絞って、絞り汁とピーナツおからに分ける。
❻絞り汁に残りの材料を入れる。
❼よく混ぜて、コーンスターチが溶けてから

中火にかける。
❽固まりはじめたら弱火に。鍋底に線が引
けるようになるまでひたすらまぜる（20〜
30分）。重くなってから、少なくとも10分
以上混ぜ続けると、滑らかで固い豆腐に。
❾保存容器に流し入れる。
❿粗熱が取れたら冷蔵庫で1時間くらい冷や
し固める。　
⓫切り分けて、ワサビ醤油などでいただきま
す。黒蜜などをかけ、甘味として食べても
おいしいです。日本では精進料理として提
供されます。

❺絞り汁とピーナツおか
ら。おからも食べられる

❾小分けにしてプリン状
に流し入れてもOK

さん（日系社会シニア海外
協力隊／ブラジル・料理・2018年度1次隊）
●活動内容：日系社会において、日本料理の
伝承を目指し、料理講習会などを実施する。

今月の料理人

材料（約800g）

つくり方

隊員's ポイント！
タピオカ粉を入れると
もちもち感UP♪

自分でつくるおいしい
「めし」は活力の源

おかわ
り!
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